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ラ ー ジ エ ー ン ド ラ ・ プ ラ サ ー ド 自 伝(3)

15弁 護 士 修 業

ムザ ツフアル 。カ レツジでiOケ 月ほど教鞭を とつたが,1909年 の3月 にはカルカ ツタに

舞い戻 った.当 暁 法学士試験は二次 まであつた。一次にはす ぐに合格 した ので。二 次試験に備え

ることになつた.高 等裁判所 で仕 事をす るにはだれか先輩弁護士について二年 闇実習 しなければな

らぬ.ま た,裁 判官たちが じきじきに面接,口 頭試問をするち よつと した試験に も合格 しなければ

ならぬ.も し私 の場合,希 望すれぱ文学士試験 に合格 した時にいずれかの弁護士 の事務 所に登録 し

ておけば,1908年 にはその規定 の2年 間 を満たす ことが昂来たはずであるが,そ の時 にはその

ような ことには注意を払わなか つた.そ うい うわけで1909年 に カル カ ツタ へ行 つた のである

か ら研修期間はそれから2年 間 とい うことになる.だ れか立派な弁護士について研修 しよ うと考え
ユ.

ある友人を介 してカーンバハー ドウル 。サイヤ ド。シヤムxル フ ゜__氏を訪ねた.と ころがす でに

研修生は二人いた.二 人以上 はおけInC.と に なつていたので,フ ダー氏は欠員にな り次第,研 修

生においてや るからそれまでの間,友 人の ところに置いて もらえるよ うに してあげよう,と 言 つて

下さつた.バ ハー ドウル ・ラヒー ムジヤー ヒ ド氏 のところへ紹介 していただいた.ジ ヤー ヒド氏 も

優秀な弁護士であ つた.そ の後間 もな くして渡英,法 廷 弁護士の資格を得 て帰国 された.後 には最

高裁判所の判事にまでなられた.そ の後名前に スフラーワルデ イーとい うのをつけられたのでヌフ

ラーワルデ イー判事の名で著名になられた.

そ こであと二年閲 も他には何の仕事 もないのであるからこれまで敬遠 していた法典をよ く勉強

して,実 務 も習得 しようと考えた.兄 に経 済的な負担をかけた くなかつたのでしばら くの間 シテ イ

ー ・カレツジrcitycOユ1egの で教壇に も立 つた
.だ が,ほ んの短 期間の ことだ つた.そ の後 は家

庭教師を しなが ら生活費を稼 いでいた.私 の教えていた中にデ ィガ ンバル ・チ ヤタル ジー判事 の子

息がみえたので,一 人の判事には弁護士になる前にお 見知 りをいただ くことにな つた.

や がてシヤムヌル フダー氏の ところに欠員ができたので私はそこで研 修を始めた.私 はその研

修期間を有効に用いた.こ のよ うな形 で研修生を引受けて くれる人はほんのわずか しか教 えて くれ

ぬのが常で,研 修生は二年後に名ばか りの試験に合格 すれば開業するとい つた具合だ つた.私 はそ

のよ うな ことは しなかった.毎 日朝早 くシ ヤムヌルフダー氏の家に行 き,10時 まで先生が手がけ

てNる 事件関係の書類 を読み,そ れについて命 じられたよ うにメモをとつて準備 した り,ま た判例

などを調べて準備に手抜か りのないようにす る。間 もな く私がとつた メモが十分に役立つので,補

佐弁護士 の必要 もさしてないように感 じられた.
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私の下宿は先生の家か らかな り遠いところにあ つたので,か な りの距 離市内電車に乗 り・ 降 り

てから1マ イルほど歩 いて通 う.先 生 も早朝JZ起 きて書類に 目を通 される.私 は7時cz伺 い,10

時 ま で御一緒に仕事をする.そ れから来た道を通つて下宿へ もど り食 事をす'ませて午後1時 に高等

裁判所へ行 つて,審 理を開 く.特 に 自分が メモをとつて準備した ものを聞 くのは楽 しみだ つた・夕

方高等裁判所か らの帰途,下 宿から4マ イルほど離れた ところにあるパ ワーニープルへ家庭教師に

行 き,10時 に戻 つて寝る.こ のよ うに随分頑張 つた ものである・仕事 もしつか り学んだ ・後に先

生は私に往 き来す るのに大変不便だ し,時 間 もかか るからわ しの家 に住みこみ給え.な んで も君の

ために不 自由のない ように してあげよ う,と 書つて下さつたPこ うして私は一間と炊事用には別に

一部屋をあてがわれて ,住 み こむ ことにな つた.そ れからは用 があれば,夜 間に も,ま た早朝4時

5時 に も呼はれるよ うになつた.裁 判所へ は御 一緒に車で連れて行 つて下 さる・ついには息子同然

に していただ くようにな つた.

ヒ ン ドウーとムヌ リムとの関係が非常に深刻な問題 と化 してNる 今日,こ こに記 しておいたが

よNよ うに思える小さな出来事がある.シ ヤムヌノしフダー先生は弁護士 として高名であつたばか り

でな く,ム ヌ リムの騨 者の一人 とも鋤 られて紘 ムス リム ・リー グ2の 譲 に黜 された こ

ともあつた。またカルカ ッタ大学の評議員や立法参事会(L・ ・islat曽ec。unciユ)の 参 事で もあら

れた.後tzは ベ ンガル州知事の行政参事 会の参豪や高等裁判所の判事にもなられ,Sirの 称 号 も受

けられた.当 時はまだカーン ・バハー ドウルの称号 しかお持ちでなか つたが,訴 訟依頼人に も判事

の間 にも大変評判がよ く,手 がけられる訴訟 も多か つた.人 柄 もとて も立派で,信 心 も篤 く,幾 人

かのムス リムの子弟には奨学金まで与えてお られた.ま た,お 屋敷に食事時だけ伺 う学生 も幾人かいた

私は難 の家に厄介鷹 つていたのであるカ・,バ カ・L・イー ド2の 祭がやつて来た・繹 嬲

ムヌ リム居住区にあつて非常に多数のムヌ リムが住んでいるところだつた.私 は恐 ら く先生のお屋

鰰 近所で牝牛が灘 に供される飃 いないと思つた.私 は伝統パ のヒン ド・一であ㍍2・3

日の間他所へ行 つていたほ うがよかろ うと考え,先 生にはなに も申し上 げずに出た・友人の下宿へ

行つて泊 ま り,2,3日 後 に戻 つた.先 生は私に どこへ行 つていたのか とお尋ねになられたが私は

言葉を濁 し,た だ,友 達 のところへ泊 りに行 つてお り'ました,と だけお答え した・

先生の言葉は こうだ つた.「 いや,わ し(2は わか つたぞ.君 はバカル 。イー ドの祭 りだ つたの

で どこかへ行 っていたのだな.わ しの家で牝牛が犠牲に供されるので ここにいてはまずい,と 思つ

たのだろ う.君 はわ しに不 信行為を働いたことc2は ならぬかね.わ しが君の気持を全 く無視すると

でも考えたのかね.君 は別格だが.わ しの家には ヒン ドウーの使用人が何人かいる.庭 師は ヒン ド

ウーだし,牛 に餌をやるの もヒン ドウーだ.わ しが この人た ちの感情を無視するとで も思 つている

のかね.そ のようなことをすれば この人たちの気持を傷つけるに決まつている・尋ねて くれれば よ

カ、つたのに.内 では ヒン ドウーの使用人たちのことを考えて牝牛は犠牲に捧 げないことに なつて い

るんだよ.」

私は甚だ恥ずか しい思いを しなけれぱならなかつた,先 生に対 して不 信行為を働Nた のだ と考

えた 。ベンガル分割の反対運動が続いている頃だ つた.ベ ンガルのムヌリムはその運動に反対だ つ
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た.先 生の出身地の東ベ ンガルでは両教徒の間に暴動がか左 り生 じていた.先 生御 自身 もベ ンガル

分割には賛成 してお られたが,そ れに もかかわ らずこのよ うな感情を抱 いてお られ,私 たちにこの

ような態度で接 してお られたのであ つた.こ の間に私は法学士の試験 を受け,合 格 した.試 験を気

にとめたことはなか つたがなん とか合格に こぎつけた.ち ようど私のニ ケ年 の研修期間が終わ りか

けた頃,先 生がベンガルの行政参事会の参事になられる とい うことを耳にするようになつた.先 生

もその ことを知 つて,私'2,何 時 まで も弁護士を しておれないので私が開業 してか らも手助け して

やれないだろ う,と 話された.し か し私は,必 要なことは習 つたので,自 分の力でなんで もや つて

のけよ うと思 つた。

開業 したのは1911年 の8月 のことであ る.登 録 を した 日に先生は仕事を一件 まわ して下 さ

つた.先 生はわ ざわざ私に同行 して下 さ り判事たちの前に坐 り,弁 論に当た らせて下 さつた.仕 事

を始めてから間 もな く高等裁判所は休暇 に入 つた,ド ウルガー プージヤー5の 長い休暇に入 ったの

であるが その前に私 は ビハールへ行 つた.ビ ハー/Lで は 畏敬す るマー ラヴィーヤ6先 生が ヒン ド

ウー大学の設立寄金を募 るために各地 を回つてお られた.私 もしば ら くその仕事のお手伝いをした.

休 暇があけてカルカ ツタ ーに戻 つた時には シヤムヌノしフダー氏の立法参事会入 りが しきりに話題に

なつていた.訴 訟依頼人 も,先 生は もう弁護士の仕事はやめ られるだろ うと思 うように なつた.3

ケ月近 くの休暇が明けるとその3ケ 月ほ どの間にたまつた訴訟が新 らしく持込まれる.シ ーrムヌル

フダー先f-,t'"分 の ところへ持込 まれた事件をい くつか私Gzわ して下 さつた.あ まり金にならぬ

ものや全 く%:ら ぬ もの もあ つた.し か し,先 生は私に,わ しは もうこれから賃この仕事は しな

いのでこの事件 は君の ものとなる,も し立派 な仕事をすれば依頼人 も君を指 名して くるようになる

だろ う,と 言われた.こ の ことに言及 したのは先生が私へ寄せ られた愛情を示す ことばか りでな く

別のことか らも必要な ことであ つた。

とい うのは しは らくしてその訴訟 の うちの一つが持込まれた.依 頼人は規定の弁護料を支払 つ

て私に依頼 したわけではなかつた。とい うのは,委 任状に私 も署名 していたので,私 の名 も出たの

であ つた.依 頼人は別の弁 護士に依頼 した.し か し,こ のよ うな事件にはシヤムアル フダー氏はい

つも私 の名前 も書 き加えて下 さつていた.審 理が始'まるとその書類 をよ く読み,c.° 一.ど もよ く調

べて備え るのであ つた .そ の 日もいつ ものよ うに十分に調べて行つた.そ れには法律 問題が とて も

沢山含 まれていた.主 任弁護士は私ほ ど詳細VZは 調べていなか つた.裁 判長はアーシユ トーシ ユ・

ムカルジー卿7で あった.私 は主任弁護士 を助けて次か ら次へ判例を挙げ 資料ズ渡 して行 つた.

ム カルジー卿は全部に 目を通 しておられたが,聞 もな くして私にほかに どのような判例があるのか

挙げ て見給え.な んなら書物を参 照して もよいがと言 われた.そ の後その事件には立派な裁定が下

され,専 門誌に も発表 された.

この件は片付 き,忘 れかけ ようとしていた ところへ,二 日後の事 であ つたが,よ く一緒に仕事

を していた別 の弁護士 で大学の理事会の一一員で もある人か らロー 。カレ ツジ(五aWCGIユege)の 教

授 の席 が空いているので引受けてみる気はないか,と 尋ね られた.だ れに もそのよ うなことを依頼

した覚 えはなカ、ったので驚い て しまつた.ム カルジー卿は大学の副学長8を してお られ,御 宅には

27



弁護士たちがよ くμ{入りしていたのであ るが,私 は個人的にお目にかかつたこともな く言葉を交 し

た こともなか つた.私 ごとき駈けlj{しに その ような話が持ち込 まれようとは思い もかけぬ ことだ つ

た.そ こで私は驚いて私にはそれだけの力量があ りません し,そ の ことでどなたかをお伺 い したこ

ともお願い したこともございませんので,と 言 つた.す ると,そ の弁護士は,な にかの事件 で君が

ムカル ジー卿 の法廷で仕事を した ことがあつてその時お気に召 した らしいから御挨拶に行 つて来給

え,と 話 して くれた.私 は御挨拶に伺 つた.間 もな く私は ロー ・カ レツジに奉職す るこ とになつた.

弁 讚士 の仕事では実入 りも大 したことはなかつたが教壇に立つには家で法律の勉強 をしつか りしな

ければならず,私 には得 るところが大 きかつた.こ うして予想せず,金 に もな らなか つた事件 のお

かげで私は この名誉を授か つたのだつた.

開 業前の ことを一つ書いてお こう.前 にも記 したよ うに,裁 判官のデ イガンバル ・チヤタル ジ

ー氏には御子息 の家庭教師を していたので
,お 見知 りをいただいたのであるが特別にお近付 きを得

たわけではなか つた.同 氏は私が大学での成績がよか つたのをこぞん じで,そ の こともあつて私を

家庭教師に招かれたので もあつた.私 が開業 しようとしているのをお知 りにな ると,あ る日のこと

話かけ てこられた.「 君の親戚に弁護士を している入はい るかね 。」 とお尋ねになつたので,私 は

「いいえ,一 人 もお りません.」 とお答え した.実 を言 うと私の家 内の親戚にはか な りの弁 護士が

いたのであるが,み な連合州のバ リヤーで仕事を してお り,ビ ハールには一人 もいなかつた.す る

とチヤタ/Lジ ー氏が 「それは結構なことだ」 と誉われたの で私 は驚いて しまつた。親類に弁 護士が

おれば最初の うちは助けてもらえ るし仕事 もまわ して もらえるからよいだろ うと思 つていたのであ

る.

そ う申 し上げ ると,チ ヤタルジー氏は次のように話 して下 さつた.「 君,親 戚 に弁 護士のいな

いこと,特 に,有 名な人のいないことを有難 く思わなければならないよ.そ のよ うな人がおれば,

そ のような人を介 して仕事は手に入 るだろ うが,君 に頼 みに来 る入はいな くな る.そ の人は偉い弁

護 士の言 うことだから頼 りにな らぬが余分に傭 つてお こう,と 思 うことはあつて も,君 を信用する

ことは決 してなかろ うし,君 に敬意を払 うこともなかろ う.そ してその人は大切な事柄 は別 の弁護

士 に頼むだろ うし,醤 自身 も中心 になつて弁護するのは 自分ではないとい うので熱心に準備 もす る

まい.こ うしていい加減な仕事になつて しま う.弁 論の機会 もあまりなかろ う.将 来,自 分の努力

で立派な ものになつた としてもその入 が来れば初めは君 を傭 つてや つたと言 つて恩 を着せよ うし,

君 自身 も遠慮 して金 をとれぬことになる.金 持ちの依頼人にはこの ようなのが多い.た まに貧乏人

がや つて きて もいつ もの癖 でそれにあま り注意を払 うまい.と い うの も金を払お うと払 うまい とま

た 自分が責任を持 つて仕事を しようとす るまい と金持 ちからの弁護依頼があることが自慢の種で も

ある.応 援 して くれる親類 の弁護士 もいない とあれば このような依頼人 も君 のところへは来 るまい.

貧 しい人は君がよく勉強 している人だとい うので依頼に来 るだろ う.謝 礼は少ないだろ うが,君 に

全幅の信用 を寄せ他の弁護士には頼むまい.君 ひ とりでなに もか もやらなければな らない.こ うい

うわけで力の限 り自分 を鍛え上 げることになろ うし,仕 事 をする機会に恵 まれよう.裁 判に勝てば

その人は貧 しい人の十人に も君 のことをほめて言 うだろ う.こ うして君は名を知 られるようになろ
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う.だ れに助けてもらうで も同情 して もらうわけで もないが,こ うして仕事が軌道に乗 れば大金持

も自分のほ うから依頼にや つて くるよ うになろ う.そ の時には先方が君のご機嫌取 りをす るだろ う.

昔 のことで恩に きせられる こともな く,君 は卑屈にならずに金がとれる.だ か ら一生懸命仕事をお

ぼえ給え.そ うす りやうま ぐ行 くよ.」

チ ヤタルジー氏の言葉を聞いて大いに元気づけ られた.そ の時話された ことは全 くその通 りに

なつて現われた.最 初は貧 しい依頼人ぱか りであつた し,初 めからだれの助け も借 りずに仕事をす

る好cz恵 まれるこ とvZな つた そのおかげで大いに励 まねばならなか つた71コr同 時に知力 も磨か

れた.金 持ちといえる依頼人は一人二人あ つたが,い ずれ も古 くからの知 り合 いとい うことで依頼

して きたもので,他 はみな貧 しい人ばか りだ つた.

弁 護士 にな る準備を していた頃に もう一つの出来事があつた.そ れは どうして もここに記して

おかねばなるまい.も し,そ の話がその通 りにな つていたなら私の人生航路 も今 とは違 つた ものに

なつていただろ う。だが,そ うはな らなか つた.そ の時生半可な夢をかきたて られなか つたのがよ

かつた ように思 える.そ の田来事 とい うのはかの畏敬する ゴーカ レー9先 生にお目G2か か つた こと

である.

1量1anBahadurSlyms-ul-Huda(NawabvlrSアed)1864年 生 まれ.東 ベンガル(現

バングラデーシ ユ)テ ィプラー県の名門の出.カ ルカ ツタ大学卒業後 カルカ ツタ高裁にて弁護士.

ベ ンガル行政院副議長 ,ベ ンガノレ地主協会書記長な どを勤める.1912年 全 イン ドム スリム ・リ

ー グーu-
i.長.塾anBahadurは 英 印政府から授 与された称号の一.

2TheMusユ17;.Leagueム ヌ リム社会 の政治的要求達成 のため結成 された組織で,Agha恥ah

を指 導者 と して1906年 に発足.正 式名称はA1.1一 工ndiaMusl加 恥ague(ThyM。sユem鯰agλe

と も称 した).創art,tr',1当初,(a)イ ン ド。ムヌリムのイギ リス統治への忠誠心の高揚,(b)ム ス リムの政

治,そ の他 諸権利及 び利益 の擁護並びにそれに関する政府へ の請願,(c)上 の両規定の範囲内でムヌ

リム社会と異教徒社会 とのpalr可 能 な限 り調釉 。友好関係を推進すること,と い う憲章を掲げた.

そ の後,英 領内自治の達成 を憲章に加えた り,イ ン ド国民会議(コ ングレX)と の協調期が 見られ

た りしたが,イ ギ リスの 「分割統 治」 政策に大いに利用 された.20年 代 後半からは コングレヌと

の対立を深め,パ キスタン建国の推進力となる.

3Bagar‐idイ ス ラム暦12月(=i‐hijja)の10Q(2,ア ブ ラハ ムがその子`ヌ ンニ

ー派によれぱイヌマイノL
,シーア 派によればイサ ク)を 犠牲に捧げたのを記念 して行われる祭.Ba-

qarと は アラビア語で牛のこと,一 般に牛が犠牲に供されたからこの名がある。sId--i,IZ‐`ni'_a(

工duz‐zuha)と も呼ばれ る.本 誌第2号(P.65)参 照.

4Sana七ani本 誌 第2号(P.90註9)に 既出.

5加rgap吋aア ー シエヴイン月r太 陽暦9～10月)の 白半朔日(秋 分の日)か ら十日ま

でベンガル地方を中心に祝われる.シ ヴ ア神妃 ドウルガーの悪魔(Ivlahisa)退 治 を記念す るもの

とされ る.ダ シ ヤラー祭 と同時期にあたる.
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6MadanMohanMa,laviya本 誌 第2号(P.112)既 μ{.

7AsutoshMlユkharji本 誌 第2号(P。98)既 出.

8∴'副 学長 曽Vic°‐chanc2ilQr『 学 長はChan。ell。rと 呼 ばれる.当 時.カ ル カ.ツタ木学の学

長ばネy騎 総督 であ つたが,他 の州立大学 の学長は州 知事であつた㌔刷 学長は当該想政府の指名に

よ つ た.竃 ・ 、

9GOP万 ユKrisnaGo・ ま1aユe本 誌 第2号rp112)既 β雪・

16ゴ`一 沁 レ ー 先 生 の 誘 い …, .鳳..

カ ル カ ッタで弁護士試験の準備を していた1910年 の ことである・ 下宿暮 らしを してい牟が..

同 ε下宿にはビバ誌ル繊身の仲間 も三,四 人お り,兄 も一緒だ うた。ある日,毎 日通 つていた高等,

裁判所で法廷弁護士 のパ ラメーシユワル 。ラール氏から 厂シ ユリーク リシ エナ君 と一緒に ゴーカ レ.

一先生の ところへ御挨拶に行 きたまえ.お 呼びだ.」 と伝えられた・私は驚いた・ゴーカレー先生

にはそれまで__.,度もお 目にかかる機会 もなか つた し,先 生 も私を知つてお ら.れるはずがなか つた・

パラメージユワ>L・ ラール氏の説明に よれぱ,先 生が ビハールの将来有望な学生二,三 人に会 いた

いと希望 されたので,私 たち二人の名前を挙げたのだ とい うことだつた.そ れ とい うの も,先 目ま

だ さほ どの齢 でもないのに不運に も故人 となつたシ ユリー クリシ ユナブ ラサー ド君 と私 とがFハ マ ・

ル学生会議1で 重要な役割を果た していたからであつた.そ のよ うなわけで私たちの名を知 つでい

る人は多かつた.・ 一 、

私たち二人は ゴLカ レー先生のお宿に伺 つた.先 生は最近 イン ド奉仕者協会(Servantsof

Indi、S。cie七yデ を殼立 されたばか りで,ビ ハールか らも有望な青年 が参加す ることを期待 して

お られた.先 生は国家への奉仕を強調 し,協 会 に参加す るよう説かれた..二 人が大学での成績 もよ

く,現 在弁 護士になる推 備をしていることもこぞん じだつた.「 君た ちは弁護士にな つて大いに繁

盛 し,財 を成 した り豪奢な暮 らしをすることがで きるか も知れん.豪 壮な家,馬 車,召 使など金満

家の持つ 見せかけの もめはすべて手に入 るかも知れん.し か し,国 も一部の青年に期待をかけるも

のだ.君 たちは学業優秀な青年だからかけ られた期待は一段 と大 きい・」 朱生は御 自分のことを回

想 してお話 しになつた.「 私 も君 たちの場合 と全 く同 じ問題に直面 したことが あつたのだよ・家が

貧 しか つた ものだから,家 族の者は私が学業を終えて働 くよ うになれぱ稼いでみなに楽 をさせ るだ

ろ うと夫いに期待 していたわけだ.'と ころが私がそ の期待にす つか り背いて国家への奉仕を誓 つた

ところ,あ まりの落胆に兄は しばら くの間は口もきいて くれないほ どだつた・けれども兄 もよ く理

解 して くれて以 前のよ うにや さしぐして くれるよ うにな つた.同 じよ うなことが君たちの身の上に

もふ りかか為か も知れぬ.で も。いずれ最後にはみ な君 たちを敬 うようになるものだ.こ れは確信

して もらつて よい.君 た ちはみなから大 きな期待をかけ られているだろ うが,も し死んで しまつた

となれば,悲 しみに耐え るに違いないのだがね.」

このよ うに二時間ほ ども先生は話を続け られたむその話術に私たち二入 の心の奥底に深 く>u:銘

を受けた.最 後に 「今すぐ返事をしてもらうことはない.重 大なζとなのだから慎重に蓼えて今度
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会 つた時に考 えを聞かせて くれ給 え.」 と言われた.二 人は我を忘れたよ うな有様で退出 し,下 宿

へ戻 つた.あ ま りの感銘に他の ことはなに も考え られ ぬほどであ つた.

∫二人はゴーカヒー先生 の言葉 を塗 討 し姉めた ・,愁は数日眠れぬほ どだつた・食事 もなに もか も

夢 ぢっつ であ つた.国 産品愛用運動の頃にも国家について考えたこ乏があつた し,ま た愛国の情熱

も時折かきたてられてはいた。 しか し,そ れまでは このような形 でこの問題に直面 した之 どぱなか

つた し,こ6よ うに偉 い方 の響咳に接 し,こ のよ うに心底からの言葉を耳にす る好機に恵 まれた1こ

ともなか った.一 方で ゴーカ レー先生の説かれるよ うに我 々のような青年 は国家に奉 仕 しなければ

ならぬが,!君 すれば家の蚩荷はすべで兄J'C}y,わせね駈 らぬ.1穂 すでに二人の男児の父灘 な

つており況 に噸 三人礑 子一ノφ・あつた・鮫 斡 の母徽 んというだろうか・齣 家蹴 ど

れほど悲 しむだろ う述,な どと考えれほあま りのつ らさに上に述べたよ うに食事 もろ くにのξを通

らぬほどであつた.こ のことは二入以外にだれも知 る人は なかつた.兄 も一緒に暮 らしてφたのだ

が,そ の ことは話さなかつた.ま た,友 だちに も少 しも漏らさなかつた.高 等裁判所へ行 くの もや

め,散 歩に も餌ず,ど こか人気のないところへ行 つては物思いにふけるだけのこととなつた.こ の

よ うなことが10日 あま りも続いた.体 の具合が悪いのだろ うと心配 して くれた兄には言葉を濁 し

ておいた.自 分の気爵め整理 も出来ぬのに兜に話せるはず もなか つた.

このように幾 日か考え拔いた揚句,ゴ ーカ レー先生の言葉に従吟その イ≧ ド奉仕者協会に参加

す べきだと決意 した1だ 逐それを面と向か つて兄に話すだけの勇気はなかつた.兄 はそれを大変悲

しむだろ うと思 つたからである.兄 に宛てて一 部始終を記 した長文の手紙 を書 き,参 加を許 して く

れるよ うにと願 った.あ る 日の夕方,兄 がどこかへ散歩にμ{かけた後,兄 の寝具の上に その手紙を

置 き,近 くのカ レツジの広場に出かけて腰を下ろ した.兄 は手紙を読む と私を捜 し歩いたが,見 つ

からなかった.下 宿{2戻 つてみ ると兄は茫然 としてお ρ,そ の夜は一言 も口が きけなかつた ・やは

り亮は私 と同じ想いcr苦 しめられてい るのがわかつた.兄 は私に思 いをとどまらせ た くはなか つた

のだが,家 族の重荷を一人で背負 う自信がなかつたのだ.兄 は私を抱 きしめさめ ざめ と泣いた.私

もこらえ きれずに一緒に涙を流 した.

そ の涙 で兄の心の うちは察せ られた.も うなに も言えな くなつて しまつた.家 に戻 つて母やお

ばに㌔も相談すべ きだとい うことにな つた.ゴ ニカレ ー先生を訪ねてその 旨を申 し上 げた.自 分には

家族 との絆を断ち切ることは出来ないのが判つていたので,そ の ことも申 し上げた.先 生 もあきら

めになられた.シ エリー クリシ ユナ君 は最終決定をす る前に ブーナニへ行 つて実際を覧学 してみた

いと願 い出た.先 生 もそれに同意された.シ ユリー クリシ ユナ君は しばら くプーナーG2と どまりも

したのだが,結 局,協 会 には参加 しないことに決めた.

兄 と一緒に田舎に帰 つて事 の次第 を話 したところ女たちはみな心配 した.母 はいつ もやさしく

なに も口餌 しナ ることもなか つたのだが,い つ も口やかま しい姉は1「 お前はイギ リヌ行 きのこと

驫 蜘 して㈱ 父さんを齢 せ,今 躑 まこの齢ぞ糖 海 ると誉つて兄雄 かせるのかね.」 と

言い終わらぬ うちに自分 も泣 き嬢 して しま2た ・家中大騒動にな つて 誓まつた・ この騒 ぎ解すでに

カルカ ツタで砕けかかつていた章気込みは余すところ な く完 全に打ち砕かれてしまつた.・∴、

31

・砿'鰯



幾 日か家 にとどまつたが,ま たカルカ ツタに戻 つた.家 族は私が家族全員の反対を押 し切 つて

まで行動に餓るまいと確信 した.こ うして思 い悩んでいる うちに四,五 週間が過ぎ去 つた.あ きら

めは した ものの心には疼 が残 つた.数 週間なにかふさぎこんだ ようになつていたが,次 第に気分 も

晴れて行 つた.間 もな く行 われる ことになつていた法学士 試験が難題になつたこともその結果の一

つである.勉 強には手がつか ぬし,試 験日は近づいて くる.な んと'・・合格は したが,よ い成績 をお

さめ ることなど勉強 もしていなか つたのだから思い もよらぬことだ つた.合 格 できるかど うかす ら

自信がなかつたのだが,な ん とか合格にはこぎつけた.そ の一年 後に弁護士業を開始 したのだつた.

ま だその時には研修期間があと一年残つていたのである.開 業当時の ことは先に触れた通 りである,

1ビ ハール学生会議 本誌第2号(第 ⊥2章PP。108-112)既 出 。

2SarvantsofエndiaSOC13Gtr'⊥905年 に 儀KGO㎞aleに よ り設立 される.本 部をプーナ

ー市に置 く.「 国家への奉 仕及びイン ド入民の真の利益のため合憲的な手段を講 じる奉仕活動家を

養成すること」を 目的 とす る.養 成 された奉仕家たちは社会改革,教 育振興,女 子福祉,災 害 。疫

病救援,救 貧,憲 政等 の多方面にわた つて関連機関や団体 などで活動.ボ ンベイ,マ ドラヌのほか

北 イン ドに も支 部.活 動家は名ばか りの生活費を得 て献身的な奉仕に従事.

1

17持 参 金

先の出来事が あつてか ら程な く母が亡 くなつた.私 は ダシヤラーの長い休暇 を利用 して帰省 し
2

て いた.母 はカーノしテ イカ(陽 暦10～11)月 に は朝方ばか りでな く夕べのお祈 りの時に も沐浴

して トウルシーを拝み燈明をあげるのが常にな つていた。それが もとで風邪をひいた.発 熱 したん

が出るようにな つた.兄 も私 も家 にいたので,あ れ これ治療G2は 手をつ くしたので あるが,つ いに

助からなか つた,わ ずか四,五 日床 についただけだ つた.ち ようど兄はなにかで足y'.め て いた と

ころだ うた.そ れに一般に父親 の葬儀は長男がすべ きで,母 親の場合は次男がすべきものと考えら

れていたので,な に もか も私がと りしきつた.

姪1兄 の娘)は すでtz婚 期を逸す るほ どの齢にな つていた.縁 談は母 の存命中から進め られて

いたのであるが,私 た ちの間では娘を嫁がせるのは途方 もない難事業なのである。まず立派な花婿

がなかなか尾つか らない.そ の上,カ ース ト関係の厄介な事 もからんで くる.そ ればか りか,嫁 い

だ娘があまり苦労せぬよう嫁 ぎ先 の資産の ことも少 しは考慮に入れておかねばならぬ・早婚 だから

花婿 もまだ 自活は出来ないので,嫁 は家族に養 つて もらわねぱならぬ ことになる.な らぱ,そ の家

にそれだけの余裕が あるかないか も調べねばな らぬ。私 自身は1ユ 歳位の時 に結婚 した.私 は当時

25,6歳 にな つていたが,そ れまでず つと勉強 を続けてきていたので,ム ザ ツフアル プル ゜カレ

ツジでの数 ケ月を除けば,今 までなに一つ金儲けを した ことはなか つた.兄 も蓄えるまでには至 つ

ていなか つた.学 校の教師 と して僅かばか りの収入は仕送 りので きるほどの ものではない.地 所の

上が りがあつたおかげで一家 の暮 ら しは成立 つていたのである.兄 が うま くや りくりしていて くれ

たので,父 が亡 くな つた時のような苦労 はなかつた.だ が,娘 を嫁に餌せば どうして も韻費のか さ
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む ものである.

よい家庭,よ い婿を 見つけ出 してもその家族 をうん と言 わせるのが生易 しいことではない。当

時は婿の承諾は得な くてよか つた.大 抵,花 婿は まだ弱年なので両親が承 諾すれば嬬が承知 した も

のと考えて差支えなか つた。実に今日とは隔世の感 がある.現 今では男子の結婚年齢はいささか増

した.殊GZ少 し教育のあ るカーヤ ス トの間ではそ うである.婿 の両親 の同意を得 るのは並大抵なこ

とではなかった.婿 の両親のほ うも嫁の家系や家柄が相 手方 と してふ さわ しい ものか どうかを得心

するまで調べなければな らなかつた.こ れがす つか りよNと 決aれ ばそ こで初めて結納並びに持参

金の話に入るのであつた.

私 たちのカー ス トではテ イラクと呼ば れる婚約式の際に花 嫁側 からお金や台所用i7.7i;,あるいは

衣類などを贈ることにな つてい る.ま た結婚式 の際,花 婿 の行列が花嫁の家に着いた時に も色々な

品物や現金を贈 らねばな らぬ.父 親 としては娘に金子 を持たせて もよかろ う.だ が,私 たちの間で

は父親が心から・また愛情をこめて持たせるとい うことは ないのである.結 婚式に先立 つて,テ ィラ

クの時にはい くら,結 婚式 のG2は い くらと取決めがな される.こ の風習は打破 しようとあらゆ る

努力がなされて きたに もかかわ らず今なお続いてい る.い ずれのカーヌ トの会合 で もこの風習は廃

止す べきだ との提案が承認 され るのであるがそれで もすたれるどころか ます ます 勢いを増 して きて

hる.さ らには,も ともとこの風習のなかつた カー一ス トにまでひろ'まつて きてお り,昔 からこれの

行なわれて きたカーヌ トにあ つては,今 やそ の贈物や持参金 の4<'ど ん どんはねあが つてきてい る.

も し私が今結婚するとしてこの風習にな らつて贈物や持参金を もらうとするならば,私 のよ う

に大学の成績 のよい者が,当 時1千5百 乃至2千 ル ピーだつたので今なら1万 乃至1万5千 ル ピー

取 つて も驚 くにはあた らぬだろ う.現 今は猛烈な勢いで増 しているのでこの先は全 く見当 もつかぬ

有様である.財 産はな くとも学業に勝れていれぱ,3,4千 ル ピーを要求Lて も珍 しくはY-..<s.い.

も つとも一つの変化は生 じている.私 の結婚 した頃は婿 の承諾 を得 るとい うことは問題 ではな

かつた.11,2歳 の男の子な ど玩具で機嫌をとることが出来た.そ れに,少 年に結婚の話を した

り,男 の子が 自分の結婚のことについて話をするとい うようなことは とて もよ くない こととされて

いた.だ か ら両親が承諾すればそれで十分なのであつた.し か し,今 日では教育 のある青年の場合

親 とは別に承諾を得なければな らぬ.そ うい う連中は親 とは別 に独 自の要求 を出 して来るので,近

頃のようG2そ の要求や金額 も増大 して行 くは かりな のであるe

姪 は知合いの家に嫁 ぐことG"な つていた.知 合い とい うのは花婿の兄たちは私 たちと一緒にカ

ルカ ツタの学校で学んでいた し,花 婿 自身 もカルカツタで勉強 中であ った.そ うい うわけで万事簡

単にい くものと期待 していた.と ころが古 くからの因襲は直 ちにな くなるものではない.そ のため

兄と一緒に苦労す ることにな つた.幸 いに うま く話がまとま り,今 日,両 家は大いに満足 してInる.

と もか く事は順調に運んだのだが,家 には金はなか ・た.食 物は畑にμ{来るのであま り心配はいら

ないのだが,現 金は兄 と二 人 して借金 して都合をつけなければならなかつた.

曲

⊥ 持参金 親が娘に嫁入 りに際 し持たせる持参金の弊害は早 くか ら社会運動家や宗教改革運動
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家によ り叫ばれ,改 革の努力がなされてきたが,違 法行為 と規定 されてい る現在において もこの風

習は根強 く生 き残 つている.な お,本 誌第2号(PP.74～75)を 参 照.

2夕 べ のお祈 り 沐浴 本誌第2号(P.61)参 照.沐 浴は一般に早朝,遅 くとも午前中

になす べきものである.

18開 業

姪 の結婚式後間 もな く私はカルカ ッタで開業 した 。当初の ことについては先に も少 し触れたが

開業後直 ちに仕事の依頼を受け るよ うにな つたので,開 業後は家 からは一銭の仕送 りもして もらわ

なかつた.も し家から援助 して もらわなければな らぬようなら兄は大変な重荷を背負わねばならぬ

し,娘 を嫁がせて出費のかさんだ後だけGZ余 計苦労をかけることになるだろ うと心配 していた.と

ころが幸いな ことに毎月多少な りとも収入があ り,自 分の生活には不 自由のないほどであ つた.カ

ルカ ツタでは他の都市に比べて出費がかさむ のであるがそれで も不 自由は しなか つた.チ ヤタルジ

ー判事の言葉通 り私の ところ12依 頼に来る人は金持 ちではなか つた.た だ一人,ラ ーイバハー ドウ

ル 。ハ リハ ラプラサー ド・シン氏だけが例外 で,開 業初日以来,そ のザ ミーンダー リーの大小の訴

訟 を一切私に任せ られた.以 前から私を御存知 で,イ ギ リス留学 の話のあつた時には少 し資金援助

もし.て下 さつたこともあつた.ま た私の弁護士 としての最後の仕 事 もこの方に関係のあるものであ

つた.弁 護士 を廃 業 した頃はち ようどシン氏の とて も大 きな訴訟 を手がけていた・

貧 しい人は弁 護士 も一人 しか依頼 しないので自分が弁護 をしなけれぱな らなか つた.熱 心に仕

事をす るので裁判官たちに もす ぐに顔を覚え られるようにな つた.多 くの人は法廷外 で裁判官たち

とよ く接触す るが,私 はそのよ うなことはぜず,法 廷のみに限 った.仕 事で顔を合わせた裁判官た

ちの多 くは好意を寄せて下 さつた.v一 レンzジ エンキンヌ卿が裁判長 であつたが,私 が開業 して

一年半ばか りして転勤 された .だ が,そ の短い期間の間に も私には随分好意を寄 せて下 さ り,お 別

れに際 しては署名 まで添えて写真を下 さつたほ どであ る.ア シxト ーシ ユ・ムカノレジ…卿が下級法

廷弁 護士 として仕事を していた私を 見て法科大学 「LawC。neg。)の 教 授に任命'されたことは前rZ

も記 した通 りである.こ うして私は 自分の仕事の順調さに大いに満足 していた.

ムザ ツファル プル ・・カレ ッジでの同僚 ヴァイ ドヤナー トナーラーヤン ・シン君 もカルカツタに
タ込

やつて来て高等裁判所で弁護士 を開業 し,私 と親交を結んだ.こ の間に,1911のlz月 の 接

簸 堤 の?,<GZビ.、→ ・はベ ンガノレ'1'ffから分離 されること醗 表 された.新 ら しい州 と しての発足

は1912年4月 の ことであつた.そ れまではまだ高等裁判所 も大学 も別個の ものが殼け られてい

なかつたので.ビ ハー/Lの 人 たちはカルカ ツタの裁判所で訴訟を起 こした り,カ ルカ ッタ大学の試

験を受けた りしていた.し か し,新 らしい別個の州となつて間 もな く,高 等裁判所を分離する話が

もち上 つた.ド イツとの間に戦端 が開かれたので少 し延期 されるのではないか と思われたがそ うは

ならず,建 物等が整えぱ高等裁判所 も開所 される ことが判明 した.

ヴ アイ ドヤナー ト君が私に法学修士 の試験 を受けよ うと誘 つた.私 はその頃仕事 に熱 中してい

た し,弁 護士 として成功 してみたNと も思 つていたので,そ れに賛成 した・二人は受験準備に とり
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かかつた.こ の試験は カルカ ッタ大学の試験の うちで も一番の難関とされていた.二 人 と亳,裁判所

のほうの仕事 もかな りあ り勉強する時間はあま りなか つた.そ れに ロー ・カ レツジの教 授をするよ

うにな つてか らは一段 と時間不足を感 じるようにな つた。時折,こ の試験の煩わ しさか ら逃れよ う

と も思 うの であるが,ヴ ァイン ドヤナー ト君は止めた くないとい う.同 君 は幾度 も私に勉強す るよ

う励 ます.時 には小学校の先生が子供を教え るように教えて くれる.「 君 は予科から文学士の試験

を通 じて首席 だ ったのに文学士課程は成績が少 し下が り,法 学士の試験はなん とか合格 にこぎつけ

たよ うだが,こ の最後 の二つの試験で君 の学生生活に汚点がついて しまったね.だ か ら君はその汚

点をぬ ぐい取 らな くてはならん.そ れには法学 修士試験に合格する ことしかないそ.」 何度 もこの

よ うな話を聞かされた.こ のように同君 の説得 と指導を受けて二人 して懸命12勉 強する ようにな つ

た.1915年 の12月 に 実施 される試験 を受けようとい うことにな り準備を始めたのだつた.

そ の時はかつて どの ような試険の際に もしたことのないほ どの懸命 な努力を払つたのだ つた.

予 科入学ではなに も知 らずに成功 した.本 科入学の ときは一番になろ うと意識 して努力 したが,こ

の時ほど必死 にはならなか つた.文 学士の試験ではなんの努力 もしなかつた.文 学修士 と法学士の

試験の際には他の ことに考え を奪われていた.し か し,法 学修士の試験 には最後 の2,3ケ 月 の間

毎 日15,6時 間 も勉強 した.裁 判所,ロ ー 。カレッジの仕事,そ れに受験準備が重な り,一 度は

大病に罹つてなに もか もだめになるのでは ないかと心配 したほどだつた.

19ユ6年 の3月 にハ トナーに高等裁判所が開所 されることになつていた.私 たちは カル カ ツ

タにいなが らもしこの試験 に落第すれば,バ トナ…に行 つて仕事をすることは出来ぬ。1915年

の 試験 が私たち二 人の最初 で最後の試験 だか ら,是 非と も合格 しなければな らぬ.と 考えたのであ

つた.試 験 日には裁判官たちにその旨を伝えて数 日問休蝦をと り,手 がけ ていた ものを延期 して も

らつた.私 たち二人の手がけていた ものは大抵 ビハール関係 のものだつたので,バ トナーへ の転出

が嶂 されていた裁判官の担 当にな つていた.裁 判r-°.F:は気 持よ く延期を認めて くれた.

試験 を済ませ ると私たムは高等裁判所 と共 にバ トナーヘガ つた.試 験 の結果 丁バ トナーへ移 つ

て から判明Lた.合 格 したのは私 たち二人で,成 績は私が一級で ヴアイ ドヤナー ト君は二級だ つた.

二 人が この試験に合格 した最初の ビハール人だつた.後 日,私 は大変高い点数 をとつたことがわか

つた.大 学の規則では この試験に合格 した者は論文を書いて提顔す ると_r,.i,f法 学博士)の 称号

を得る ことができるのである.二 人はバ トナーてなにかふさわ しいテーマについて論文 を書 こうと

相談 した.こ のことでは グノしダーヌ 。バナノレジー一卿 にもお 目にかかつて御意 見を伺 った.

カ ノレカッタでの弁護士生活のこほれ話を二つ三つ記 してお こう.開 業 して間 もな くの こと,あ

る訴訟依頼人 の代理人が控訴請求を依 頼に やつて来た.代 理人は上級弁護士czも 依頼 したいとの意

向を洩 らし,当 時華 々しい活躍を していたあ る上級弁護士 の名前を挙げた.そ の弁護士 は ビハ ール

関係の訴訟を沢山手がけている人だつた.私 はそのような立派 な人 と一緒 に仕事をする機会に恵 ま

れるとい うので嬉 しかつたが,そ の人にはまだ会 つた ことがなかつた.

代理人 と一緒にその弁 護士宅を訪れた.私 は上 告申請書はすでに書類を読んで知力を傾 けて書

き上げてい た.伺 つたのは夕方 であつた.そ の先生は仕事中であ つたが,夜 には仕事を しない習慣
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た とい うことだつた.私 たちが着いた時には もう書類を片づけかか るところだ つたが.知 合 いのそ

の代理人に用件 をお尋ねにな つた.代 理人が,上 告申請をするのだと告げると,明 日来 るように と

言い,さ らに,だ れか下級弁護士に申請書などを作成さぜたかと問われた・代理人がみなそろ つて

いる旨を話す と,だ れに頼んだのかとの問い.代 埋人が私 の名前を凪 した.私 はそ こに黙 つて腰掛

けていた.弁 護士 先生は私がいるのにお気付 きになつたのか どうかわからぬが,機 嫌 を悪 くして 「

またなんていいかげんな奴に頼んだ ものだ_そ んな奴はわ しは知らんぞ.何 一つ知 りもせず解 りも

せん奴だろ う.そ ん左奴が一緒ではなに もか もわ し一人でや らねばなるまい.」 と宣言 された.代

理人 が,「 いいえ,薪 進なのですが,な かなか優秀な方でございますよ・」 と言 うと,先 生はまた

いい、かげんな奴だとかなん とかお つしやつたe私 は黙 つていた.そ こで代 理人が私の方 を指 さして

この方なのです,と 言 つた.そ れを聞 くと先生は寒の最中G2全 身に水をぴ つしより浴びせかけられ

た ようGzひ どくあわてふ ためいて私に向か つてお つしやつた.「 君,こ こへ来た らす ぐ挨拶 しなけ

りやいかんよ.わ しは君 を知 らんのでね.な に も君 をけな しているわけ じやないんだ.君 を知 らん

ものだから,新 米の弁護士な らうま く仕事が出来ん じやろ と言 つたまでだ よ・」 このよ うなことを

話 しながら私にお詫びにな つた.

私 は 「先生のお つしやることはこもつともなことです し,私 をこぞん じないのですから.そ れ

に全 くの駈け出 しです し.」 と返答 した.す ると先生は私にあれこれ尋ね,翌 日裁判所で書類 を見

せ るよ うに と仰せにな つた.私 たちは退出 した.翌 日裁判所で用意の訴願書をごらんに入 れたとこ

ろ,と ても機嫌を よくして訴訟依頼人や他の弁護士た ちの前で私をほめそや して下 さつた.そ の後

はその 方 と御一緒に仕事をする機会に恵 まれた.私 を高 くかつて くだ さつたが,た だ一つ御不満 を

お持ちだつた とい うのは,私 は子供時分か ら着物の着つけが悪いのだが,そ の ことがお気に召 さず

服装をた しなみよ くするように,と お 目にかか る度毎に御教示下さつた・

これとは反対の出来事 もあつた.私 は 自分の性分をどうす ることも出来ない・関わ りのない人

には こちらから進んで知 り合いになることは私には出来なかつた し,今 てもそ のことに変 りはない.

開 業 して2年 近 くczな つていたのだが,ラ ーxビ ・一 り一 ・ゴーシ蒋 士2と 知 蛤 い壱蹴 なつて

い なか つた.も つともある訴訟では 博士の反対側G'立 つて勝つた ことはあ つたのだが,ま だ御一

緒 に仕事をする機会には恵まれていなか つた.い よいよその機会に恵まれた.相 手方にはS。P・ ・

シンハー3卿 がおられた.私 たちのほ うG2は ラースビハー リー ・ゴーシユ膿5とその後バ トナー高裁

の判事にな られた クル ヴアン ド。サハー イ氏がおられた,そ れにガヤー関係の ものだ つたのでガヤ

ーか らも弁 護士が一一人来ていた.

偉 い上級弁護士にな ると相手方の弁護の際には他の法廷の弁護に出かけ,反 論す る時に戻 つて

来るとNう ことをする.仕 事をい くつ も引受けるからそ うい うことになるのであつた・時czは 時刻

に間に合 わぬこと もある.そ の ような時には下級弁 護士が代 つて立たねはならない・私が ラmビ

バ_リ ー 。ゴーシx卿 に勝つた時 もそのよ うにな つたのだつた.私 たちの上級弁護士が他の弁護

にかカ、つていたので私 がや らねばならなかつた.相 手方の弁護の,;:GZ上 級弁護士 がいなけ れぱ下級

弁護士が メモをとつておいて後で 見せなければな らなN.上 級弁 護士はその メモを読んで理解 し,
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反論する。その訴訟はち よつと大がか りな もので3,4日 間,弁 論が続いた。私が一番の若輩だ つ

たのでシンハー一卿の弁護を記録するのは私 の役目 だ つた.シ ンハー卿はとて もゆつ くり立派に弁

舌をふるわれるのでそれをメモに とるのに大 して困 らなか つた.私 は もと もと筆記は早かつた.大

学時代,パ ーシヴアノレ先生は とて も早 く授業を進めて行かれたが,私 は大抵は ノー トに とつていた.

このような ことで,メ モ とりは一駿 と上達 したわけであつた.ド ーン ・ソサイテ イーの クラスでの

訓練 もかな り役立 つた.

私 はシンハー卿 の弁 護を うま くメモ した.一 ・日の弁論をおえて夕刻私た ちは ゴーシユ卿 の家へ

行 つた。卿は メモを全部注意深 く読まれた.私 は,ど うい うことになるか不安で もあ り期待 もした.

卿 は短気な人 で下級弁護士が失敗す ると御立腹にな る.裁 判官たちもその ことをよ ぐ知つていた.

時 には法廷で書類や書物をたた きつけられ ることもあつた.従 つて弁護士 たちはみな怖が つていた。

私に とつてはこれが最初の智会だつた.ゴ ーシ ユ卿 はメモを読み終え ると顔 をあげて,だ れがこの

メモをとつたのかね,と お尋ねにな つた.私 はこれはい よいよ御立腹なのだな,お 気 に召 したよう

にメモが とれていないんだ,と 思 つた.ク ルヴ アン ド。サハー イ氏 もお そら く同じよ う∵心配を さ

れたろ う.サ ハー イ氏が私の方 を指 されると,ゴ ーシエ麹は,私 に,「 何年 ぐらいや つているのか

ね.わ しは君を知 らぬが.」 と言 われた。私はこの ように話が進むにつれ今か今か と内心び くび く

していた.サ ハーイ氏が 「つい最近開業 したところです.」 と言 われた.卿 は立腹 されずに私の肩

をたたいてとて もうま くメモが とれている,と 言われた.そ こで一j一ハーイ氏 も元気が韻て私 の大 学

での成績を話された、ずると卿 はとて も上機嫌で,「 このよ うG'?進 を続けておれば,立 派なもの

G2る ぞ.」 と言つて下 さつた.

私は大 いに満足 した.そ の後は御 一緒 に仕事をす る樵会かあると歩1はいつ も私の メモを大いに

信用 し,そ れを十二分に活用 して器 られた.そ の訴訟 では もう一つの面に も接 した.ゴ ーシユ知は

その件に関 して,な0こ か証拠が あるか,と 尋ね られた。私は黙 つていたが,ガ ヤーの弁 護士がなに

もご ざい ません,と 答えた.そ れuz対 し知は 「シンハー君があるとい つておるのだからなにかある

に違いない.よ く注意 して今夜書類を調べておいて明日の朝返事 して くれ。」 と言われた。二朝同

じこ とを尋ねられたのに対 し,ガ ヤーの弁護士は また同 じ返事をLた.卿 は夜,書 類を読んでしる

しをつけてお られた・弁護士の返事に色をな して:書類やその弁護士の とつた メぎを投 げ捨て られ,

厂わ しは君の メ干を信用 してゴli.,.て い るのにこれでは困るじやないか.」 と言われた.そ して自

分の しる しをつけられたところを示 していろいろ と叱 りつけ られた.i_ijじ訴 訟で私 は二 つの ものを

鳳ることが出来 て自分が間違いを起 こさなか つた ことを幸運 に思 つた.

修 士試験は済ませたが結 果は まだ判 つていなかつた.バ トナーへの移転 もあ と数 日に迫 つて き

ていた.私 は小 さかつたが とて もこみ入 つた事件 を手がけていた.そ の弁護 をバ トう一一に来 ること

になつていた二人の裁判官のところでしなければな らなかつた.そ の うちの一人はまだ 判事補 で

あh,暫 時高裁に来ていたのだつた.し はら くしてからバ トナーへ移 つた.こ の件 の弁 護は2,3

日続 き,わ れわれの勝ちとな り,私 の弁護に裁判官 も好感を持つて くれた.私 が1じ士試験 も受けた

のを知 り,バ トナーに移 ると高等裁判所が開所 になる前に皆に私の ことをカル カ ッタから来 る弁護
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士は優秀な人で,バ トナーの先輩た ちに も太 刀打 ムできようとほめて くれたのであつた.高 裁が開

所 されると私 もそれを感 じた。

再審では法律関係 の弁 護 しかできない.事 実関係については下級審の判決 が認め られる.二 審

の訴訟は小 さな ものが多い.私 に頼みに来 るのは貧 しい人が多か つた.カ ル カツタでの仕事の多 く

は二審訴訟 だつた.従 ってそこでの弁論 の必 要から沢山法律書を読まねばならなかつた.私 は,判

決が法律上誤 まつた ものであ つて きつと勝てるという見込みのない限 り引 き受けぬことに していた・

それで大抵は私の勝ちとなつた.バ トナーで も同 じ方針 を貫いた.

二 審ではその請求承認のため弁論がな され る.判 事が誤 りを認めた場合,あ るいは,少 な くと

も議論 の余地 があると認められた場合に限 り承認され,相 手方に出頭通知が出されるのである・バ

トナー高裁の書 記官はあま り法律 を知 らなか つたので再審請求はみな不承認に していた・私 の請求

した もの も不承認にするのであつた.し か し,規 則上,書 記官はせいぜい,そ の請求が不承認に該

当する ものであると判断すれぱ判事の ところへ 回す権限 しか持たないものである・私の請求は殆ん

どこのように して判事の方に回されて承認された.先 に言及 した判事は書類 をろ くG2.も せ ずに私

が立上 ると直 ぐに承認 して くれる.書 記官 も私が単 なる金 もうけのためにいいかげんな請求をす る

のではないのを知ると判事 と同 じようなことをするよ うにな つた.私 が見込みがないと思つて引受

けなかつたのを他の弁護士 に頼 んで持出 された訴訟は結 局敗訴になることも知 つた・

11)aめ 疹rジ ヨージ5世(T・'1ILI2'i　?Ge。rgeVユ865-一 ユ936)は 即 位(19ユ ○)の 翌年,デ リ

ーで接見式典に臨んだが ,こ の際,1905年 のベ ンガル分割`東 ベ ンガル 。ア ツサム州 とベ ンガ

ル州 〔ビハール,オ リツサを含む 〕)を 取消 し,ベ ンガル州,ア ツサム州,ビ ハール 。オ リツサ州

をz置 す ること及び首都 をデ リーに移す ことが発表 された.

zasBiha.riGhc⊃ur1845生 まれ.カ ルカ ツタ大卒,法 学博士.弁 護士,カ ノしカ ツタ大

教授,ベ ンガル州立法院議員,中 央立 法院議員な どを4`19ii:た.

3KatyendsPrasa㎜aSiriha.1864生 まれ.カ ルカ ッタ大卒,法 廷弁護士(Linc。ln'J

Iun,カ ル カ ッタ高裁),イ ン ド担当国務次官,L'ar。nに 叙せ られた.

19バ ト ナ ー へ 移 転 。ペ トナ ー 大 学 法 案

1916年 の3月 にバ トナー一高等裁判所が開所にな つた.カ ルカ ツタ高裁で仕事を してVaた す

べての ビハール人弁護士 と一緒に,ビ ハール関係の訴 訟を扱 つていた多数のベ ンガル人弁護士 もバ

トナーへ移つた.私 もバ トナーへ移つた.そ の時はバ トナーで家 を 見つけるのが困難 になつた・私

は家を一軒借 りた.カ ルカ ツタにいた時から仕事は忙 しか つたがバ トナーへ移ると一段 と繁盛 し団

した.私 も仕事に精を出すようにな つたのだが,そ れは永続 きは しなかつた ・

ち ようどその頃の ことなのだが,数 ケ月後にバ トナー大学設立 の法案がデ リーの中央立法院に

提出 された.わ れわれはそれがとて もひどい ものである と判断 した・反対運動 も起 されたが・ それ

に先立 つて委員会が設け られ,報 告書を提出 していた.そ の勧告の主 な ものの一つに よると大学は
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市街から3,4マ イル離れた プルワー リー ・シ ヤリーフの近 くに建設されることになつていた,そ

の建設費はお よそ1千 万 ノしピーと見積 もられていた.私 はすでにカル カツタにいた時からそれに反

対を表明 していた.ま た,私 が学生会議のii.長に 選ばれてからは その立場か らも反対を強 く訴えた.

私 たちの考えでは,も しその ような ことになれば,貧 しい学生たちに とつては大学教育が不可能と

まではゆかぬに して も困難を伴 うことは間違 いな く,ま た,出 費 もか さみ市街地か ら遠いので学生

はみなよけい瞹 用の赫 る韆 籔 入ら才a鷹 らない.そ れ罅 躯 腑 の 舳 もなくなる.

反対運動は世間か ら多大の支援 を得た.そ の計画は あ る意味では中止された も同然だ つた.

新 ら しい法案には別の懸念があった。私たちは,予 定されてhる 評議会や理事会には 民衆に奉仕す

る人たちの立入る余地 がな く,す べて官療が占めて大学 全体を掌中にお さめ政府の意の如 く勝 手な

運 営をすることになるのではないか,と 不安に感 じたのであ つた.

われわれはカルカ ツタ大学の代 々の副総長は教育の振興になかなか大胆 な活動 を して きていた.

と りわけアーシユr一 シ ユ。ムカノレジー卿 は身近な存在 であ つた.だ が,評 議会や理事会の協力が

なければ,副 総長 もどうすることもできないのである.バ トナ…の場合,ム カノレジー卿のよ うな入

物 を早急に 見つけるのは難 しいし,た とえ見つけたに して も評議会 や理事会 の反対にあえぱ どうに

も飾来ないだろ う,と 考えた.従 つてわれわれは,理 事会や評議会の中に教育者以外の入も昆衆 の

代表者 として相当数の席を 与えたいと念 じたのであ る.

大学法案に 対してわれわれは大規模な反対運動を起 こ した.そ れには友人の ヴ アイ ドヤナー ト

。ナー ラーヤン。シン氏 と私 とが大 きな役割 を果た した .あ る意味では この二人が運 動を結集 した

よ うな ものであつた.州 内各県で集会を催 し,二 人 して新聞に論説を寄せた.法 案はデ リーの中央

立法院に提案されてい たので他州 の議員たちに もビハーノレの民意を知 らせる必要が あると思 つた.

民族主義的な新聞はすべて法 《に反対の意 を表 明した.私 たちは これL2関 連 してパ ン7レ ソ トも5,

6種 作成 し公表 した.つ いにビハール州協議会 の臨蹲大会 が開催され,討 論の上,強 硬 な反対意 見

が まと'まつた、この大会では高名な弁 謹士の ラーイバハー ドウルQプ ールネーン ドウ。ナー ラーヤ

ン 。シン氏が議長 とな り,非 常に厳 しい調子の演説をされた.同 じ調子の提案 も承認された、

その問1916年 の12月 に ラク ノノウにおいてコングレスの年次大会が開催 された.私 た安

も大挙 してそれに参加 した.こ の大学法案佩特定の州(ビ ハー一,'L)に 関係 した ものであ り,コ ング

レアでは全国的に関連ある問題 のみが検討されることにな つていたのであるが,私 は スレー ン ドラ

ナー ト。バナルジー,パ ラー ンジ ユペー ユ等の指導者 に頼み こんでこの法 案に反対する議案提昌{する

段 取 りを した.そ してパラーンジsペ ー氏がそれを提出 し,万 場一致で議決 された。こ うして法案

反対運動はいわば全国的なものとなつた.

中央立法院に大学法案を提出 したのは シヤンカル ・ナーヤル卿であ つたが,ヒ ハール出身の議

員の意 見も徴 された.そ の結呆,法 案 はかな り修正 された.特 に反対の強か つた点に修正が加えら

れた.マ ズハルル 。ハ ック氏は ビハール選餌の議員 であつたが,終 始民衆の意 見を徴 された.法 案

は,結 局 私たちの意 見を取入れかな りの修正を加えた上 で承認されたのであつた2

これは私が ビハールにおいて政府に対 しこれほど大規模な運動を展 開し,ま た,勝 利をおさめ
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た最初の機会 であつた.そ れ以来私は コングレヌの仕事に進んで参加するようrzな つた.も つとも

1911年 以来私は引続 き全イン ドJコ ングレヌ委員会の委員ではあった斌 カルカ ッタにいた間

はこれ とい う仕事をす ること も出来なかつた.ビ ハールに移 ると人 々も私に 注目す るようにな り・

私 も公共活動に関心を深めねは ならぬと考えるよ うになつた.間 もな くビハール州 コングレス委員

会の副委員長に任命 された.こ れは数年間続けた.非 協力運動が始まると古 くか らの メンバーが離

れて行 つたので,私 が委員長にな つた.大 学がR立 されると私は州 知事に より大学の評議員に任命

された.

1916年 の コングレス年次大会 では ビハール関係 のも う一つの議案 も議決 された.す なわち

チャンパー ランの藍栽 植主の白人に対す るものである.そ れにつ いては後ほ ど詳 し く述べることに

なろ う.
亀

1Raghu熏th王'u脚shOt七amParanjpys187F生 ま れ.マ ハ ー ラ ー シxト ラ出 身,フ ァー ガ

ソ ン ・カ レ ッジ1プ ー ナ)卒,ケ ン ブ リ ッ ジ大 学 数 学 学 位 試 験 首 席,フ ァー ガ ソ ン ・カ レ ツ ジ校 長

イ ン ド女 子 大 副 学 長,ボ ンベ イ 州 立 法 院 議 員 な ど教 育 や 政 治:,社 会 運 動 に 活 躍.

2大 学 は1817年 に 設 立 さ れ た.総 長 は 州 知 事(UeutenantGovern・r).副 総 長 は 州 政 府

の 任 命 に よ る.

20ヒ ン デ イ 　 語 と公 共 活 動

カルカ ツタからバ トナーへ移 る前に起こつたr_と をあと一つ二つ記 しておいたがよい ようであ

る.学 生会議の ことについてはすでに記 した.学 生生活 を終え弁護士にな つてか らも学生会議 との

関係 は続いていた.学 生 たちも私 を大if-,信 用 して くれるし,私 もまだ自分は学生の一人 だと思 つ

ていた.

学 生会議のムンゲールでの大会では私が議長に選出されたが,そ の会合では大学に関するネー

ソン委員会の報告書に反対す ることを決めた.そ れ以外に も大会 の開催される際にはどこへでも出

かけたし,ま た会議の外か らもその組織化に協力 していた.

その頃私は ヒンデ ィー語への愛着を強 く感 じるよ うにな つた.学 校では低学年で1・2年 間サ

ンxク リツトを習つた ものの,そ の後はペルシア語を習 つた.サ ンスクリソ トをやめた主 な理 由は

父が私を弁護士に したい と思 つていたことにあ る.父 は裁判所の書類はペルシア語 で書か れている

のでペル シア語 を勉強 しておけば弁護士になる揚合役立つ ものと考えていた.そ の後私はサンヌク

リツ トを独習 しようと少 し試みてみた ことがあつたが,長 続 きしなか つた・そのようなわけで・引

き続 き大学までペルシア語を学んだのであつた.ペ ルシア語の成績は とてもよかつた・ もしペルシ

ア語の成績が加算 されなか つた ら私は予科の入学試験 で首席 にはなれなかつた・とい うのは数学の

成績が悪か つたからである.ヒ ンデ ィー語を学ぶ機会 には一度 も恵 まれず,た だその文字を知 つて

いるだけだつた.家 では母や姉た ちがrラ ーマーヤン 』ユを読んでいたので私 も読みたいと思 つた・

しば らくの間は朝早 く『ラーマーヤン』を読誦 してか らでないと食事をとらないほどであつたがそ

40



れ もやがて止めて しまつた.そ の他の ヒンデ ィーの書物を読む機会は全 くなか つた.

試験科 目の中に英語か らイン ドの言語,イ ン ドの言語か ら英語:.'訳 す る間題が一つ含 まれて

Nた.予 科 の入試 と卒業試験では私は ウル ドウー語 を選んだが,丈 学士課程のときヒンディー語で

や つてみ ようと思 つた.文 学士諜程では論文 も一篇書かな くてはな らなかつた.私 は ヒンデ ィーを

選んで合格 した.こ うして ヒンデ ィーとの関わ りが出来た.

カルカ ツタには ヒンデ ィーのジヤーナ リス トや学者,文 学者,普 及 活動家とい つた人たちが幾

人かお られた.そ の うちの一人ジヤガンナー ト。プラサー ド・チ ヤ トウル ヴエーティー氏2は ビハ

ールの出身 であ つたが
,ビ ハーノレ人 クラブに よく顔 を出された.ヴ ィシユツダー ナン ダ。サラヌヴ

アテ ィー学校の校長 ウマーパテ イダッタ 。シヤルマー氏 もビハール出身であ つたが,や は リクラブ

でお 目にかか つた.こ のような方たちを介 して他の人と も知 り合いにな つた.カ ルカ ツタL2ヒ ンデ

ィー文学協会3が 設立 されていた斌 私はそれにかな り関心を抱 くようになつた.そ の設立 された

時期は知 らぬが,私 もしば しばその会合に出席 しては論文を読んだ りして先生方 の好評を得 たこと

を記憶 している.仲 間の うちには全 イン ド的な ヒンデ ィー文学協会 を設立すべ きだと考え,そ れに

ついて論説を書いた りする者 もいた.ヒ ンディー文学の振興をはかる人たちは この提案を歓迎 し,

カ ーシー1ベ ナ レス丿で第一回の会合が催 され,私 もそれに参 加 した.マ ダンT___1ハ ン 。マーラヴ

ィ…ヤ氏が,そ の議長をつとめ られた。こ うして ヒンデ ィー文学協会 と私 との関係はその頭初から

の ものである.

そ の第三 回大会は カルカ ッタで催されたが,私 はその準備委員会の委員長に任命された.ま だ

弁護士 にな つて一年に も足 らぬ頃で知己 も多 くはなか つた.し か し,皆 の推薦で引受けねばならぬ

羽 目となつた.そ の関係で協会の主な指導者たちと知合いになつた。1912年 の12月 に カル カ

ツタにおいてバ ドリーナー ラーヤンVチ ヤウ ドリcaプ レームガーン 恥氏4を 議長 として開僅 され

た この大会 は大成功を収めた.こ れは私が全イン ド的な会議 の準備の仕事 を引受けた最初の機会だ

つた.苦 労は したが万事順調に運んだ.

こ れとちようど同 じ時期に コングレヌの年次大会がバ トナーで開催 され ることになった.ビ ハ

ール人 としてど うして も出席すべ きだ と思 うし行 きたい と思 つていた .ヒ ンデ ィー文学協会 の日定

もその会合を済 ませてからバ トナーの コングレヌ大会に出席で きるように組 まれていた.準 備委員

会の長と しての責任があ リカルカ ツタを離れるわけにゆかず,結 局バ トナーでのコングレGzは 出

席 で きなかつた.

バ トナーへ行 つてか ら私たちは数人の友入 と語らつて苦学生援助基金を設けた.こ れによ り幾

人かの学生に学資援 助が行 われるようにな つた.こ れは学生会議が開始 した ものであ つた斌 後に

は私が引受けることにな つた.

tg14年 にはベ ンガノレとビハールの両州はす さまじい洪水に襲われた.最 初の洪水はバル ド

ワーン県 ヤ 瞬 つた.カ ・・カ・タでは轄 被災者への義搆金が募られた.多 くの義勇奉仕嬾 が

救援に赴いた.そ のニユー スは新聞に も大 き く報道 された.次 いで間 もな くこれと全 く同様の恐ろ

しい洪水が プンプン川6に 来て,バ トナー市を盤 つた.私 たちは被災者の救援活動のために カルカ
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ツタで若干の金を集め.仲 間 と共にバ トナーへ 向か つた.学 生会 議の本 部はバ トナーにあつたので

熱心な学生たちの協力 を得 て救援隊を結成 し,食 糧 を携えて被災地へ救援に向かつた.事 態 はすさ

まじく幾つかの村では家屋 も水につかつていた.私 たちの到着 した時には村に残 つていた食糧は腐

7-一 一8
,そ れ に煎 つたひよこ豆などす ぐりかけていた.そ こで私たちは主に サ ツトウー とかチ ウラー

食べ られるものを配 つた.舟 に乗 つて遠 く'まで緻かけ夕方 まで村 々をまわつては近 くの駅舎へ行 き

プラツ トフオームで寝るのであ つた.幾 晩 もそ うして寝たことを覚えている.お そら くこれがビハ

ールで結成 された最初の救援隊であつた ろう.こ れは手順をふんで設立された組織 ではな く.臨 機

の措置 として結成 された ものであつた。 しか し,公 共の福利 のための救援隊は ともか ぐこ うして結

成 された.バ トナーへ戻 った後,ソ ー ンプルの縁 日に集 まる人たちに奉仕す るために この救援隊を

組織的な ものにつ くち上げた.兄 は救援隊 に関心が深 く,ソ ーンブルの縁日には毎年奉仕活動 に参

加 していた.兄 は亡 くなるまでの数年間引続 きその団長をつ とめていた.

この水害破災者救援の際の ことだが,プ ラ ツトフォームでの一つの出来事は今 もさわやかな思

い田とな つて記憶に残 つてい る.一 日中働 き通 しだつた私は眠 りについた.し ば らくして目がさめ

た.だ れかがそ つと私の足や体 を もんで疲れを とつて くれてNる ように感 じたので見てみ ると,そ

れは友人のシヤンブーシ ヤラン君だ つた.私 と同 じよ うに一 日中働 き通 しで疲れ果てた身であ りな

が ら,自 分 のことは構わずに私をいたわつて くれていたのであ つた 。

1北 部 イン ドー帯の民衆に今 日なお愛読されているヒンデ ィー文学(古 ア ワデイー語による)

トウノレシーダース作 『ラームチヤリ ト。マーナス 』のこと.本 丈第二章の註(10)を 参 照(本 誌

倉「∫干lj号PP.67～68)・

2Jaga,nnathPrasadca加rvedi(1875-1939)U。p1.出 身,ヒ ンデ ィーの ジャ

ーナ リス ト,作 家,詩 人.

3第 一 回の会合はA殴 ユiユBharatiya_Iiind.iSεhityaSa㎜elan(全 イ ン ドヒンデ イー交学協会)

と呼ぱれ1910年10月10日 に カーシーで開催 された.M.M.マ ー ラヴイーヤ,PurashOt七am

DasTandan,ナ ー ガ リー文字普及会(NBariPracariniSabha,Kashi)な どが中心になる噂 ヒン

デ ィー語の普及や国語化,ヒ ンデ ィー文学の振興 を目的にP.D.Tandanの 組織力によ り出版 。

研究 ・図書館 。普及等の多方面の活動の土台 が築かれた.今 日もHindiSa,hityaSa!ユm31anの 名 の

もとG2年 実施 される検定試験は権威 あるものとして ヒンディー語の普及や文学の振興に大 きな寄

与を している.

4Bad荘 薀 颪yanCaudhri`Pre㎎haゴ 燭(1855-1922)Mirzapur(U.P.)出 身

詩人,ジ ヤーナ リス ト,戯 曲家,評 論家 と して活躍.

5西 ベ ンガル州 中西部に位置.

6PunPtmnad[iビ ハ ール南西部のHa颪 荘b颪9h山 脈 に源を発 し.ソ ーン河 とほぼ平行 して北

流 し,バ トナー近 くでガンジヌ河に合流す る.

7SattEは つたいにひよこ豆の粉を混 じた もの.携 帯食糧 として も用い られ る.

42



8ciura乾 燥 していない もみや水にひたした もみを熱 湯で煮,い つた後 きね でついたもの.

保存食,携 帯食に もなる二焼米

21ガ ン デ ィー 。ジ ー と の 出 会 い

1916年 の ラクノウでのコング レス年次大会は盛況 であ つた.1907年c2二 派 に分裂 し,

過 激派が分離脱退 して以末 コングレ又の人気は衰えて しまい,そ の年次大会に集 う人たち も減少 し

ていた.1912年 のバ トナーでの大会に鳩席 した代表 も非常に少なか つた。憂 臨の士達は どうに

か して両派の接近統合を 図り再び コングレスに新生命を吹 きこもうと努めていた.こ の努刀はよう

や く19】6年 にな つて実を結んだ.こ の大会 には様 々な 尾解VL立 つ人達が出席 した.一 方にはテ

イラク氏がその指揮下の軍勢を率いて現われれば,他 方,穏 建派 もその指導者の殆ん どが餌席 した

のであ つた.ベ ザ ン ト夫人の姿 もみ られた.コ ングレヌとムヌ リム 。リー グとの間に協定が成 つ売

の もこの年のことで,ムxリ ム も多数出席 した.ガ ンデ ィー;.ジ ー もこの大会に臨席 された,ガ ン

デ ィー ・ジーは1915年 に 南ア フリカから帰国 されてか らは全国行脚を しておられた.し か し,

こ の年の大会では どの議案に関 して も発言 されなかつた。

ビハ ールからもかな りの数の代 表が ラクノウへや つて来た.そ の中には 于ヤ冫パーランの人

が幾人かいたが,そ の一人 に同地方 の農民の ラージクマー/L・ シユク ラ氏がいた。この人は母語の

好かにはわずかぱか りの ヒンデイ～を知 つているばか りで他には何語 も出来ないのたが,自 ら白人

の藍栽植主たちに苦 しめ られてきてお り,チ ヤンパー ラン県 の圧迫 された農 民を代表 して コングレ

アに出席 していたのであ つた.私 もその少 し前からこの人を知 つていた.と い うのr"1,斥 訟 が高裁

にまで持込 まれることがあると私は報酬 のことは考慮に入れず,そ の人たちの弁護 を引受けてい

たからである.し か し,こ の面の仕事 ではすでuCブ ラジユキシ ヨール氏 ㎝が熱心Gz動 して きてお

られ,チ ャンバーラン県の事情に も通暁 しておられた,し たが つて農民たちも同氏には特別の親し

みを感 じるようになつていた.

当 時ビハーノレ州 の代表は二つの間題に特に関心を寄せでお り,コ ングレ;t大 会においてそれら

cz関 する提案を承認させ ようとしていた.一 つはバ トナー大学法案であり,も う一点 はチヤンパー

ランの藍栽植主問題 であ つた 。ラージクマール ・シユクラとかブラジユキシ ヨニル氏 らは コングレ

スが この問題 について も議決する ことを強 く願 つてお られた .ブ ラジエキシ ・一ル氏はビハール州

協議会の議長と してその問題について厳 しい批判を加 えてお られた.協 議会ではこの件に関 して一

つの提案 も可決 されていた.州 立法院の議員でもあ つたので.ブ ラジ エキシ ・一一ノし氏はそ こで もこ

の問題を とりあげ,議 案を提出 してお られた.立 法院の内外でいわぱ この問題 を自分の 目標と定め

法規の範囲内で膨来 るだけの ことをしてきておられた.ま た,裁 判 でも農 民のために尽力 してお ら

れた.

ビハールの入たちは,闘 士ガンディーがアフ リカで偉業をな しとげて帰国 しているので,こ の

間題についてもその助力を得たが よかろ うと考えていた.ラ ー ジクマー-iL。シ ユクラたちはす でG2

ガ ンデ ィー ・ジーに会 ってチヤンパー ランの様子を少 し話 していた.ガ ンデ ィー 。ジーは若干関心
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を示 されたが,コ ングレヌ大会で提案者にな つて くれとの依頼には,現 地 の実情を 自分の 目で確認

し,調 査 し納得 した上 でないと引受けるわけG2は ゆかぬと断わ られた.た つての願いに対 して実情

を 見る用意があ り近い うちに訪れることを約束 された.コ ングレス大会では ブラジユキシ ヨーノし氏

が議案を提jl;され たが,ラ ージクマール も演壇 に立 つてそれについて若干説開 した.恐 ら くコング

レヌ大会で全 くの田舎の百姓が演壇に立 つてなん らかの議案について演説 したのは これが最初であ

つたろ う.大 会は提案を承認 した.

ビハー/Lの 代 表がブラジsキ シ ヨール氏 と一緒に ガンデ ィー ・ジーのところへ赴いた時,私 は

一緒にいなか つた .こ の話は後になつて聞いたζとである.私 はガ ンディー 。ジーについてあま り

詳 しくは知 らなかつた.南 ア フリカでの活動について も僅か しか知 らな かつた.た だ,ア フ リカで

なにか大変立派 なことをな された ということ しか知 らなか つた.イ ン ドの著 名な指導者 たちのよ う

YL偉 い指導者の一人であるとは知 らなかつた.ラ ージクマール 。シユク ラがど うしてガ ンディー 。

ジーに対 してそれy`{'どの信頼を寄せ,接 近 し,つ いにはチヤンパー ラン行 きを承諾させたのかわか

らない.

ラク ノウ大会 の終了後,ガ ンデ ィーr,ジ ーはカルカ ッタへ行 き,ラ ー ジクマール ・・シユクラG2

宛 てて,カ ルカ ツタで落ち合 つて一緒に チヤンパー ランへ赴 くとの手紙 を認められた.田 舎 のこと

であ り,手 紙は遅れて着いた.ガ ンデ ィー ・ジーは手紙の着 くより先にカルカ ッタを去 つてお られ

た.ラ ージクマール 。シユクラが再度手紙を書いたところ,全 イ ンド。コングレス委員会の会 合が

カルカツタで開催 されるのに出席す るのでその際会 いに くるようにとの返信があつた.私 もその会

合に出席 した.た またまち ようどガンデ ィー 。ジーのす ぐ隣 りの席にな つた.し か し,ラ ージクマ

ル 。シユクラがガンディー 。ジーと手紙のや りと りを していることもガ ンデ ィー 。ジーがビハーノv

へ来 られることも知 らなか つた.己 れの本性は如何 ともな し難い.自 か ら進んで人と知合いにな る

とい うよ・うな芸当の出来 ぬ私はその時もガンデ イc・ ジーになにも尋ねず,一 言 も話 しかけなか つ

た.そ の委員会では皆が,特 に議長のアムビカーチヤラン 。マジユム ダール氏がガンデ ィー ・ジー

にコングレヌの書記長になるよう懇請されたが,ガ ンデ ィー 。ジーは辞退 された.私 は じつとそれ

を 見てNた のだが,皆 が これほどまでに懇請 してい るのだか ら辞退するのはよ くない ように感 じた.

だが私は一言 も言えなか つた.

委員会の仕事が終わるとガンデ ィー 。ジーは外へ出 られた.ラ ージクマールi?シ ユクラが待 つ

てお りrそ の夜バ トナーへ直行 された.私 はち よつと遅 れて外へ出たので会 わなかつた.ガ ンデ ィ

ー 。ジー も私がビハールの出身で,ラ ージクマール 。シユクラがバ トナーの秘の家へ案内す ること

もこぞん じなかつたので,私 になにも話されなかつたのである.

この委員会 の会合は イー スターの休暇に開かれた ものであつた.私 はカルカ ツタからジ ヤガ ン

ナー トプ リーへ行 った.ガ ンディー 。ジーはバ トナーへ 向かわれ,ラ ージクマー/L。 シユクラはガ

ンデ ィー 。ジーを私の家へ案内 したのだが,家 には召使が一人いたほかはだれ もいなかつた・召使

は どこか田舎の訴訟依頼人 ぐらいに考えて客間に も案内せず もてな しをするどころか無礼な態度す

ら示 した.そ うこうしているうちに この鄭 マズ・・ノ・ノレ… ツク 氏張 伝籾 洞 氏が直脳 ねて
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来 られ自宅へ案内 された,夕 方ガ ンデ ィー 。ジーはムザ ツファル プルに着 き,ク リパ ラーニー氏

の家に泊 まられた.ガ ンディー ・ジーはそこで何人かの人 々に会 つてチヤン ゜」¥一一ランへ行 く心積 り

であつた.ダ ルバンガーで弁護士 を していた ブラジユキシ ・一ル氏が電報で呼び寄せ られた.

ガ ンディー 。ジーは チヤンUラ ンに行 つて農民たちに会い,そ の 口からじかに苦 しみを聞き

たい と願 つてお られたので,通 訳 としてだれか同行する人を求め られた.3,4日 もすればすつか

り様子 も判 るだろ うとの見込みであつたL,ラ ージクマール 。シユクラもそのよ うに説明 していた

ので,ガ ンデ ィー 。ジーGt3,4日 間 のつもりで来 てお られた.ブ ラジsキ シヨール氏は ち ようど

カノレカツタになにか用事があったのでガンデ ィー 。ジーに同行出来 なかつたが,弁 護士の友人二人

に同 行を依頼 された.カ ルカ ツタから戻 れぱ面 自分 もチヤンバ ーランへ行 くつ もり℃ もし必要な

ようなら私 も連れてい くつ もりでお られた.

チ ヤンバーラン県の県庁所在地はモーティーハー リーである.ガ ンデ ィ‐eジ ーは同地 へ行 つ

てさらに田舎へ 入ることを考 えられた 。ある村 から一人の信頼のおけ る農 民がつい,3,4日 前 に

白人藍栽植主から略奪 を受けたばか りであるといつて訪ねて来た.そ の略奪のあとはまだ残 つてい

た.そ の農民は詳 しぐ事情を話 した.ガ ンディー 。ジーはそこへ行 こ うとされた.そ の途中で県の

長官が県 から退去するよう命 じて きた.ガ ンデ ィー 一ジーは命令違反で裁判にかけ られるほ うを望

まれた.そ の日に,裁 判に持ち込まれることも判つた.同 じ日私はジヤガンナー トプー リーからバ

トナ…へ戻 った,ガ ンディー ・ジーは裁判所の私に宛ててその詳 しい事情を電報で知 らせてこられ

た.

これが私がガンデ ィー 。ジー一との間になんらかの関わ りが出来 た最初で 弘つた.私 は カルカツ

タに電報を打 つて ブラジユキシ ヨール氏 を呼び戻 した.翌 日早朝の汽車でマズハルル 。ハ ック氏 と

その頃イン ドG2x在 中 だつた,,,ラー ク氏 些力1その夜、 ガンデ ィー 。ジーの電報を受取 つてバ トナー

に着かれた.私 は ブラジユキシ ヨール氏,ア ヌグラハナー ラーヤン。シン氏,そ れに シャンブシヤ

ラン氏と一緒にモーテ ィーハー リーへ出発 した.着 いたのは午后3時 頃だつた.そ の時には問題は

す でに法廷に持ちこまれていたばか りでな く,公 判が開かれ判決 が3,4日 後 に下 されることにな

つていた。

ガ ンデ ィー ・ジーは ゴー ラクブラサー ド氏の家に泊ま つてお られ牟.私 たちの着いた時にはガ

ンデ ィー ・ジーは クルターを着て坐 つておられた.挨 拶を交 した ことがなかつたので私たちは紹介

された.ガ ンデ ィー 。ジーはにこやかに,「 やあ,と うとうおいでにな りま したか.お 宅へ伺 つた

のです よ.」 と言われた.そ の間の事情を少 し耳には さんでいたので私はい ささか恥ずか しい思い

を した.ガ ンディー 。ジーは裁判所 での ことを詳 しく説明 された.

この運動が成功裡に終結 して間 もな く執筆 し,発 表 した 『チヤンパー ランのマハー トマー 。ガ

ンデ ィー 』5と いう本に チヤンパーラン事件を詳 しく書いておいたので ここでは私個人に関す るこ

とを記 してお こうと思 う.

ガ ンディー ・ジーにお目にかかつて も特別な感銘は受けなか つた.チ ヤンパーランの様 子は多

少知 つていたのだが,は じめは主にブ ラジユキシa‐ ル氏の命令 とい うことで出かけたのだ.仕 事
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があれば してみ ようと思 つていたが,ま さか着 くが早いか刑務 所行 きの厄介 な問題 に直面 しな くて

は ならぬ とは夢想だに しなかつた.

ガ ンデ ィー ・ジーは詳 しい話を した後で,更 に詳しいことは同僚の ダラニーダル氏 とラームナ

ウミー氏か らお聞 き下 さい,と 言 われた.そ う言いおわるとポラーク氏 と話を始め られた.私 たち

はその二人から詳 しいことを聞いた.ガ ンデ ィー 。ジーは殆ん ど一睡 もせず,イ ン ド総督 や指導者

たちに送る手紙を書 き,法 廷 での陳述 も夜の うちに書 かれたことが判 つた.通 訳をするために来て

いたその二人に,私 が逮捕 された ら,あ なた方は どうされますか,と 間われた.二 人はその質 問の

深い意味を恐 らく理解 し得なかつたのであろ う.ダ ラニー ダル氏は,そ うなれぱ通訳の用 もあ りま

せんから私たちは家へ戻 ります,と 冗談をとば した.す ると 「それではこの仕事は このままに放置

してお きますか。」 と尋ね られたので二人は少 し考えざるを得 なか つた.年 長の ダラニーダル氏は

こう答 えた.「 調査の仕事を続け ましよう.も し私に も政府 から退去命令 が出 されるならは,刑 務

所へは行 きた くないのでここを立去 りますが,代 りの弁謹士を送 りこんで調査を続け ましよう.も

しその弁護士 も退去命令を出 されることになればまた代 りの弁 護士を送 り込んで,こ うして仕事を

続けま しよう.」

これを聞いてガンディー 。ジーは少 しは満足 されたが十分 とはいかなか つた.そ の二人 も満足

出来なか つた.二 人は得体の知れぬこの男が,当 地の百姓たちの苦 しみを取除 くためには刑務所へ

行 くの も辞せずにい るとい うのにこの地元rZ住 み百姓たちを助けているなどと気負 つている自分た

ちが このまま家に戻 つて しまつて よいはずはない,と 夜通 し考え込んでいた.

しか し,入 獄のことなど私た ちの中 で一人 と翫て考えた こと もなか つた.刑 務所 といえぱ恐ろ

しい ところ と考えられてお りだれ もが逮捕 されてからで も保釈金 を幾千 と積んで逃 れようとすると

ころだ.そ れで も逃 れ得ず入獄 した場合に も金を遣 つて楽を しよ うとする ものだ.と ころがこの男

は南 アフ リカであれほどの働 きを して きた上 にその 見知 らぬ農民たちのためf2は 如何なる苦労 もい

とわ ないのだ.こ うい う時にど うして家へ戻れよ うか.そ れが こちらは子供 たちの ことも気になつ

ていたのである!

夜 通 し考え抜 いた揚句,翌 朝ガンデ ィー 。ジー と一一緒に裁判所へ向か う途中,二 人の感情はせ

きを切つてあふれ出た.二 人はは つきりと,「 入獄 された後,必 要とあれば私たちも続 きましよう」

と言 つた.こ れを聞 くとガンデ ィー 。ジーの顔はさ つと明る くな つた.そ して,と て も嬉 し気に,

「よし,こ れで勝 つたぞ!」 と言われた.

私 たちはそこへ着 くな りこの話を二人から聞いた.今 度は自分たちの 目前に刑務所入 りの話が

迫つて きたのである.私 たちも必要 とあれば刑務所へ行 こうと決めた.そ れを報告す うとガンデ ィ

.0ジ ーは筆をとつて 紙に皆の名を書 きこみ,私 たちを幾つかの班G2.分 け られた.そ して各 班がど

のよ うな順序で刑務所入 りをするか も決 められた.第1班 の班長にはマズハルル ・ハ ツク氏,第2

班 はブラジユキシ ヨール氏が決 まり,私 も班長にな つた.こ れ らは私たちがそこへ着いて3・4時

間の うちに決め られた.

3,4日 後 に判決が言い渡 されることになつてお り,当 日はガンディー 。ジーは入獄の予定で
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あ つた.マ ズハルノレ。ハ ツク氏は担 当 してお られる訴訟があ つたので,そ れをかたづけて判決の日

までには戻 つて指専に当た るために ゴーラクプルへ行 かれた.

ブ ラジユキシa‐ ル氏 も家庭内の整理に ダルバ ンガーへ戻 られた.私 たちはモーテ イーハー

リーに とどまつて農民たちの陳述を書取 る仕事を始めた,マ ズハルノし。ハ ツク氏 とブラジユキシ ヨ

ール氏が戻 つて来 られたら私たちも一人一人順番 に家に帰 り家族 と会 つて刑務所入 りの準備を して

こようとい う心積 もりであつた.

ガ ンデ ィー ・ジーは自伝の中で,そ れに満足 して,そ れ以来 ビハー一!Lがす つか り好 きにな り,

私 たちを信頼で きるようにな つた,と 書いてお られる.

チ ャンパー ランの調査が始まり,数 千の震民た カから陳述をとつた.恐 ら く2万 からN万5千

人の陳述を書 き取 った もの と思 われる.予 定日よりも前に県知事は,政 府の命に よリガンデ イー 。

ジーに対する訴訟は取 り下げ られ,県 内での調査を許可す る旨の通告を して きた。調査の結果今ま

で私たちの聞いていた ものよりは るかにひ どい実情が明らかになつた.次 節にその詳細を記すので

ここではただ,私 たちがガ ンデ ィー 。ジー との最初の出会 いで喜んでその麗にかか つて行 つた こと

を記すだけで十分である.日 を経るにつれ敬愛の念がつの るばか りでな く,そ の仕事の進め方に も

信頼を寄せるようになつて行 つた.チ ヤンパーランの事件が終結 した頃には私た ちはみ なガンデ ィ

ー 。ジーの熱烈な信奉者 となり
,そ の仕事の進め方に全幅 の信頼 を寄せるようにな つて しまつてい

た.

<,.

1'?rajKish。rPrasad州 立 法 院 議 員 を つ とめ た.

2Mazharuniaqハ ッ クは イ ギ リス 留 学 中 に ロ ン ドン で ガ ン デ ィ ー と 知 合 う 。1915年 ボ

ンベ イ で の コ ン グ レ ス大 会 で 再 会 。 同 年 ム ヌ リム 。 リー グ のtift:G長をつ と め た.

3AcayaJiv:=tramBhagvandasKr↓pa!ani(ユ888-)当 時Gri_yarBhum泌ar

BrahmanCollegc(Muzaffarpar)の 教 授.チ ヤ ン パ ー ラ ン で ガ ン デ ィー に 協 力.カ ン デ イー の ア

ー シ ユ ラ ム に 参 加
,カ ー デ ィ ～ 。農 村 振 興 活 動 に 従 事,イ ン ド国 民 会 議 派 書 記 長(⊥934-46)

同 議 長(ユ946…47),会 議 派 離 覚,農 民 労 働 者 人 民 党 伝MPP)結 成,人 民 衽 会 党 党 首(1

954ま で),同 離 党 な ど の 経 歴.

4He葺 靱S.L,POユakイ ギ リス 人 で 南 ア フ リカ で ジ ヤ ー ナ リス トと して 活 躍 中,ガ ン デ ィー

と知 り合 う.ガ ン デ ィー の 協 力 者,後 援 者 と な る.

5『 チ ヤ ン パ ー ラ ン の マ ハ ー トマ ー 。ガ ン デ ィー 』 ヒ ン デ ィ ー 語 で1919年 に 書 き上 げ ら

れ た が,出 版 さ れ た の は1922年.英 語版 は1928年 に 初 版 が,1949年 に 再 版 が 出 され て

い る.

22チ ヤ シ パ ー ラ ン

チヤンパー ラン県 のイギ リス入はお よそ百年 前か ら自分たちの手ばか りでな く,人 手を使つて

藍 の栽培を して きていた.殆 ん ど全県に亘 り藍の栽培のできる ところには至るところに藍 製造の工

4?



場 を建設 してお り,か な りの土地を手中にお さめていた.そ こでは牛 や鋤は自前の ものであったが

栽培その ものには人手を用いてNた のであった.県 の大半の土地はべ一テイヤUラ ージのザ ミー

ンダー リーに属 していた.白 人たちは多数の村落の地税徴収を請負 つていたが,そ れを介 してその

村々を支配す るよ うにな つていたのであつた.そ してそれらの村 の農民たちに もその土地に 自分 た

ち白入藍栽植主のための藍栽培 を強制す るのであつた.栽 植主たちは次第にそれを法律 で規定する

ようにな り,つ いに膿 民たちにその土地の1・ 一ガー当た 妨 力 ・ター',も しくは3カ ・m

の 面積 に藍を栽培 しなければな らぬ とす るに至 つた.こ の慣行は5カ ツター制とか3カ ツター制 と

呼ばれていた.農 民たちにはだれ一人それを拒否するだけの勇気が湧かなか つた.も しも勇 を鼓 し

て拒否す る者があるとすれぱ,そ の人をありとあらゆる方法で苦 しめ さいなみやむな くそれを認め.

ざ るを得ないよ うに仕向けるのであつた.た とえば,家 財や畑の作物を略奪する.畑 には家畜を入

れて食い荒らさせる.根 も葉 もないことで裁判沙汰にす る.罰 金を課す.暴 力を振る う.こ うした

ことが恐ろ しくて大抵の農民は3カ テ イヤー制に従 い,1ビ ーガーにつ き3カ ツターの藍 を植付け

てNた.地 味の最 もす ぐれた所の農民を呼びつけて藍の栽培を命ずる.藍 の植付けの仕事はほかの

農作業を さしおいても真先 きGrCしな ければならぬ.収 穫期が くれば刈 り取つて工場 まで運び届けね

はな らぬ.こ うした仕事に対 して作付面積にい くらかの割合で報酬が支払われるが実費に も及ばぬ

ほ どの少額である.役 人は白人にばか り味方 をす る.も しだれか下級役人が正 しいことをや ろ うと

して も白人たちの力はその役人の上司に及び,下 役はひ どい 目にあ う.公 正な役人は政府に白人栽

植主の不 正や3カ テ ィヤー制を批判 した報告をするのであるが,そ れからなにかが出て くるとい う

こと もない.時 折,あ ・まりのことに農民たちは暴動を起 こし,白 人を殺害 した り,あ るいは,皆 と

語らつてなにか他の方法で騒動を起 こすのであるが,と うてい白人には太刀打ちできず村中が略奪

を受 けるのが落 ちである.警 察や裁判所の役人たちもぐるにな り,あ りとあらゆる方法 で圧迫を加

えるのである.

これ ら白人藍栽植主たちの政府 に及ぼ している圧力は絶大な もので,「 ザ ミーンダールは小作

人に自分の都合のよい特定の作物を植付け させることが出来 る.も し小作人がそれを受入れるのを

拒めば,ザ ミーン ダールはそれの代償 としてどれだけでも小作料を増額する権利を有するものとす」

とのrrを ベ ンガル小作法に追加せLめ ていた.普 通,ザ ミーンダーノレには地代 を自分勝手に増額

す る権利はない.法 的にはi2.5%以 上 の増額は認められない し,一 度増額すれぱ長期間はその

ま まに しておかねはな らないのであるが,白 人の藍栽植主たちに都合 のよいようにこの規定は撤廃

されてNた のである.

べ 一テイヤー 。ラージは金のい ることがあ り,借 金 を した.そ れは白人栽植主 たちの力を借 り

てイギ リヌか ら都合 のつけられた ものであ つた.元 本 と利子の取立てのために白人栽植主た ちは村

の保有を委ね られ,大 半の村GZつ いては ムカ ツラリー(永 代)保 有権 まで認め られた.ム カ ツラリ

ー権 とい うのはあ る意味では この白人栽稙主た ちがザ ミー ンダールになつたとい うことである・単

に一定の金額を毎年地代 として ラージへ納めねばならぬ とい うだけのことである.そ の村から欲す

るものを欲するだけ取 り立てることが出来 る.ラ ージはそれに対 して何 の権 限 も有 しない.単 に一一
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定の金額の収入があるだけなのだ.こ のような永代保有権を得た村の地代を増額 し,収 入が倍増 し

ようともムカ ツラル ダール(永 代保有者)の 増収になるだけのことで,ラ ージの歳入は元のままで

ある.永 代権を得なかつた村 につ いては栽植主たちは一定期間のuF」負いとな つていた.そ れにつ い

て も同 じようG2-一一定額を ラージに納めねばならぬのであるが,た だ満期にな つた際には再度請負わ

させ るか否かの決定はラージがな し,請 負わせる場合で も新Lい 条件 を設定 できるので請負い入が

ラージへ納め る地租 も菫むなら増額す ること も出来た.し か し,満 期にな つた ときそのよ うな村%h

白入栽植主の手から離れた り,そ の地租が増額 された りしたこと1Ia恐ら く一度 もなか つたであろ う.

そ れは ともか くラー ジはそ うする権利を持つていた.

べ 一テイヤーのマハー一ラージャーが亡 くな つた . 夫 人 は気 がふれた として ラー ジ全体が

後 見人局 に委ね られることGZな った.後 見人局の主管 にはその白人栽植 主た ちの一人が任ぜ られた.

こ うしてYdYdO年 間 に亘 リラージは白入栽植主たちの手に握 られていた.ガ ンデ ィー ・ジーか チ

ヤンパーランへ来 られた時にはある文官が主管を していた .そ の後はだれ も白人栽植三庄は主管には

な らなかつた.こ うして 自分の土地 と小 作人たちの土地に3カ テ ィヤー制に よつて藍 の栽培 。製造

を行 なつていた.こ の藍栽培は ビハーノレ州の他の地域に も及ん でいたが,チ ヤンバー ランほ どのこ

とはなかつた.も し彼等が自分 たちだけ で藍 の栽培をや り,こ のよ うに小作人に強制栽培 させない

のであれば,な んら利益はあが らないのであ つた.こ の ように強制栽培 を維 持 しなけ ればな らな く

な1,そ れか続いて きていたのである.

と ころがこのr(RJGZド イ ツで天然藍 よりも安価につ く人造染料の製造法が発明されたためGz天

然藍 の価格が下落 した.不 法な強制栽培に よつてす ら利益かあがらな くなつて きた.そ こで栽植主

たちはこの損害を小作人た ちに転嫁 して 自分 たちの利益 は保持 しようと考え,小 作人に藍以外の作

物 の栽培を許可す る代 りに 自由な増額を許可 した件 ¢)小作法の条項を盾に取 つて,地 代増額の話に

応 じるな らぱ藍の栽培 を免除 して もよい とい う話をもちかけた.小 作人たちは栽植主た ちが藍では

もう利益がな くなつたので,自 分たちのほ うか らこの仕事をやめ ると言い出すだろ うか ら地代増額

に応 じて藍の栽培を免除 して もらう必要はないことを知 つていた.藍 が金に なつた間は小作人たち

がどれほど願い出て も免除 して くれなか つた ものを今慶は 自分 たちの都合で無理矢理に免除 してや

ると言い出 したのである.地 代増額に より自分たちだけの利益になJ,べ 一テ ィヤ:一。ラー ジの力

の及ばぬ永代保有権 を握 つていた村t;の 数千の小作人に地代増額の契約 書に書 き込 ませた.単 に講

負入 として一定期聞が満ちれば増額の利益をべ一一ティヤー ・ラージが得ることのできる地代では増

額はせず,現 金で徴収 した.現 金の持合せのない小作入には約束手形を書かせた りその他の方法に

よつて取 り立てた.こ うしてお よそ20(i万 乃 至250万 ノしピーの現金を徴収 した.

チ ヤンパー ラン県の一部には藍の 幾培の出来ぬ地域があるか,栽 植主たちはそこでは藍の栽培

以外 の方法で金を まきあげていた.そ の地方では法律で禁 じられている税を十重二十重とめ ぐらし

て とりたてていた.藍 栽培地域の地代が増額にな つた り,現 金を取h立 てた りするc.と が決 まると

栽植主たちはそれ以外の地域 でもなにが しかを取 り立 てようとなにかの 口実を設けては地代を増額

した り現金を微収 したり した.地 代増額には次のような方法 もあつた。すなわち,架 空の土地のEコ
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地契約書を小作人 に 与える.こ うして架空の名義に して意 のままに地代を増額するのであった.法

律上地代増額は12.5%に 定 め られていたが,新 しい土地の地代は地主が欲するだけ取 り立 てる

ことが出来るのであつた.従 つて増額 のために新 しい土地 の契約を して自分の身の安全を計ろ うと

していた.ま た,近 い うちに従来の土地 と名目上 の土地 との両方の地代が統合 されるであろ うと期

待 していた.こ の ように して薩を作ろ うが作 るまいが,村 が永代 保有 になつていよ うが単に一定期

間の請負いであれ,す べての村 から地代に よる増収をはかつた り,現 金を徴収L,た りした.政 府当

局 もなにかにつけて力を貸 した.増 額契約書が作成 されていた時!,・Zは当局はその契約書の登記に特

別登記吏を任命 して便宜を 与えたほどである.

以 上の ことがち ようど終わ つた ところへ ⊥914年 一 ヱ8年 の ドイツ戦争(第1次 大戦)が 勃

発 し,人 造染料の翰入が止まつたので,藍 の栽培が また有利に思 われた.白 入栽植主 たちは 自分 の

田 した免除許可を もかえ りみ ず.再 び強制的に3カ テ ィヤー制による藍 の植付けを小作人に強制 し

た.多 くの地方 でそれに成功 もした.ち ようどその時政府はチ ヤン ゜/'.一ラン県 の地税査定を開始 し

た.そ れがほぼ終わ りかけたところヘガンディー一 ジーのチヤンパ ーラン来訪とな つたのであつた・

査定 の際,小 作人たちはこの契約書は強制的に書か された ものであると陳述 した.査 定官は契約書

は強制的に書かされた ものではないので,増 額は合法 的rrも のであるとの断を下 した.小 作人の財

に強 い緊張感がみなぎ つた.一 方,ド イツとの戦争は続いていた.小 作人たちの審問は通常なされ

ない.ま して白人栽植主た ちも戦争に参加 しつつあ る蒔だつたので審問の行 われる可能性は一 そ う

少なかつた.小 作人た ちは 倦み きつていた.彼 等にはなんの方法 も見当 らなか つたのでガ ンデ ィ

ー 。ジーを訪ね たのであ つた .そ うしてガ ンデ ィー ・ジーがや つて来 られたのであ つた.

ラージクマール 。シユクラがチ ヤンパ ーランで行 われている不法行為を申 し上げた時にガンデ.

イー ・ジ‐c?は それが真実だとは信 じられなかつた.そ れでチヤンパー ランの調査訪問となつたの

であつた.ガ ンデ ィー 。ジーの来られる前に民衆の間に異様な 目覚めがみ られた.小 作人たちはあ

まりの圧迫に裁判所へ訴え出る勇気 もな くしていた.た とえ勇を鼓 して訴え出 る入があつた として

も,白 人経営の工場に傭れている私兵がその人を法廷か ら引 き立てて行 つて思い きり打擲す る。ガ

ンデ ィー 。ジーが チヤンパーランへの途中,ム ザ ッファノしプノレへ着かれると多数の人がムザ ツフア

、L7°ノしまでや つて来て,そ の辛嚇 避 訴えた.そ こへ泊 人の栽鮭 協会2の 会長及びテ ィル フ ト

管区r⊃ivisiOn)の 管区長(Go㎜i。si。ner)が ガ ンディOジ ーのチ ヤンバー弓ン行 きを禁 じた・

曰 く,政 府当局は独 自G2小 作人の苦情を検討中であ り,地 税査定の報告を待 つてい る,と.ま た,

この戦時下 に貴下 が現地へ赴いて騒動を起 こされるのは好ま しくない.暴 動の事態が生ずるであろ

う,と い うことが特に強調 された.ま た,イ ン ド人同胞の中にも,戦 時下の微妙な時機であ り,騒

動が生 じるのは どのような理由rせ よまずい,と 言 う者がいた.し か し,と もか く耳G2し たことで

ガンデ ィー 。ジーの意向は一そ う固ま り,ど うILて もチ ャンパーランの土を踏まねぱならぬ との決

意をされたのであつた.

ガ ンディー 。ジーがチ ヤンパーランに着かれ ると一体 ど うい うわけか農 民たちの恐 怖心は何処

かへ 消え失せて しま つた.裁 判所へ行 くの さえ恐れていた人たちが大勢ガンデ ィー °ジーのもとへ

50



や つて来て塗めな境遇 を明か した.こ の人た ちの純 朴な心に自分たちを救 い出 して ぐれる人がや っ

て来た.も う間 もな く苦 しみはな ぐなるだろ う,・との印象をなにかが 与えたのであつた,

ガ ンデ ィー ・ジーの裁判が行われた 日には,村 々から数千の農 民が裁判所へつめかけた.あ ま

りの人出に裁判所の門が こわれ るほどであ つた.裁 判所でガンデ ィー ・ジーは陳述 を行 」,審 理

は終わ った.3,4日 後,訴 訟は取下げ られ,調 査活動が許可されることにな つた.す ると数千人

の農 民がや つて来 た.私 たちは農民がそれぞれに串 し立てをす るのを書 き留める仕事に とりかか つ

た.ガ ンデ ィー 。ジーは 「君 たちは弁護士 なのだから念入b2本 当のことだけを婁 き留めて くれ.」

と注意 された.

私 たちは朝6時 に沐浴などを済ませて書 き取 りにかか る.iI時 まで続けて昼食を とり小憩の

後,1時 乃至1時 半から夕方5時 まで仕事 を続ける。夕食を済ませる と ゲンデイー 。ジー と一緒に

散歩に出かけ る.書 き取 りの最中,ど うして もす ぐガ ンデ ィー 。ジーに知らせておかなければなら

ない申立てがあるとす ぐに報告する.さ もなければ,書 き上げたものを次から次へ 手渡 して行 き,

ガ ンディー 。ジーはそれに 目を通 して行かれる.こ うして私たちは幾 班かに分 かれて長い間,申 立

てを書 き留めた.こ うして県全体が大騒 ぎにな つた.私 た ちはべ一 ティヤーへ行 つた り,モ ーティ

ーハー リーへ行 つた りとい う具合 であつた .し はら くの間は2班 に分 か君てモーテ ィーハー り一と

べ一テ イヤーの2ケ 所で申立てを善 き取 つた.時 折ガンデ ィー 。ジーは村に も入 られたが,ま た私

た ちの うちだれかをなにか特定のことを調べるために村に派遣 されることもあつた.私 たちは集会

の性質や場合の如何を間わず決 して演説す るなとい うガンディー 。ジーのお達 しを受けていた.そ

の時は私た ちのうちだれ一人 も集会の席で演説Lな かつたが,ガ ンデ ィー 。ジー御 自身 も一慶 も演

説 されなかつた.

当 隙 自治(?tomsRula)運 動 が全国で盛んに進め られていた3ガ ンデ ィー 。ジーはち たちは

自治のために最大の仕事を しているのであるから運動に参加 していな くても構 わない,と よく言わ

れた.

私 たちの調査によ リチヤンパー ランの役人たちの間VZは 動揺を来た した.彼 等の多 くは一 チ

ヤンパーランからイギ リス支配が今に 慈終 わろ うとしている.農 民たちはガンデ ィー 。ジーが一番

偉い役人で県長官や警察長官12つ いての苦情す ら訴えることが出来ると思 うようになつた.白 人栽

植主の威信 も失せ 自分た ちの威信 も消え失せ ようとしている一 との印象を強 く受けたのであつた.

そ のため彼 らはあわてて州政府に報告 した.州 政府はガンディー 。ジーにある局長4と 会談するよ

うにと書き送 つた.バ トナーで会談が行われた.そ の際,ガ ンデ ィー ・ジーはそれまで(2め られ

て いた苦情の詳細を手渡 された.局 長はそ れを政府に提繊 した.検 討が開始 された.一 方,私 たち

の調査の仕事は続行 されていた,す でに多数の申立てが書取 られていたのでそれを要約 した.だ が

田舎へ入 り込んでの調査が多 くなつた.ガ ンデ ィー 。ジーは白人栽植主たちとも意 見を交換 させる

ことがあつた.彼 等 もあちこちへ 案内 しては 自分た ちの考えを述べた り,見 せたいものを見せた り

した.

私 たちに とつてはガ ンデ ィー 。ジーの仕事の進め方は全 ぐ目新 しい ものであり,そ れまで一度
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も経験 した ことのない ものであ つた.私 た ちは従来,コ ング レヌもしくはその他の会合においてな

んらかの問題について演説をぶ つたり,裁 判所へ持ち出すべ きことを提 出 した り,立 法院で質問出

来 る事柄をその席 で質問 した り提案 した りすることで事足れ りと考えていたのである.そ れ以上の

ことはで きない もの と考えていたのだ.ガ ンデ ィー 。ジーは上に述べた ことの どれ一つ もな されな

かつた.農 民たちの申立てを書留める作業が行われ,最 初に全体像 が正確に把握されたのである.

こ うして申立てを取 つている間に農 民たちの恐 怖心はな くな つて行った.私 たちが夢想 だG2し えず

不可能 と思 つていた ことが起こるようになつて来たのだ.私 たちも恐怖心をな くして行 つた.目 立

った 餓来事を一つ二 つ記してみ るとその ことが明らかになろ う.

先 に も記したよ うに私たちはい くつかの班 に分かれて申立 てを筆記 していたが,そ こには警察

官 もうろつ きまわつてお り,小 作人の名前などを手嫉に控えていた.同 じように栽植主の使用人 も

農民たちの名前などを調 べ主入 に報告 していた.仕 事を始めてから2,3日 も経 つていなか つたの

であるが,私 たちの仲聞の一人が串立てを筆記 しているところへ一人の警視補がや つて来 て腰をお

ろした.そ こでその弁護士は農民を連 れてち よつと離れたところへ移 り筆記を続けた.警 視補 もそ

の後を追 つて来た.そ の弁護士は少 し不機嫌にな つて警視補に向かつて 「調べるのならあちらでや

つて くれ給え.側 に来ないよ うに して ぐれ給え.」 と叱 りつけた.す ると警視補は 「上司の命令で

ここの様子を報告 しなければな らんのでね。近づ くなと言われると私た ちは 自分 の職務を果せな く

なる.」 と言つた.

ガ ンデ ィー 。ジーはその弁護士を呼び寄せて,理 由を問われた.て の人が警視補の言 つたこと

を話す と,ガ ンデ ィー ・ジーが尋ねられた.「 あなた一人で したか,ほ かに も人はいましたか.」

弁護士は 「大勢の人に取 り囲まれて,順 番に申立てを書 き留めていま した.」 と答 えた.ガ ンデ ィ

ー 。ジー 「あなたはなにか内緒事て もしてお られたのですか.」 答 「いいえ」 ガ ンデ ィー 。ジー 「

それではなぜ警視補 にか くそ うとな さつたのですか.」 答 「私は か くそ うとしたのではあ りません ・

この人が側に坐 るものですか らち よつと離れて くれるように言ったのです.」 ガンデ ィー 。ジー 「

これほ ど大勢の農民たちに取囲まれてお りながらお仕事の邪魔に もな らぬのに,も う一人加わ った

からとい つて どうして邪魔 になるのですか.こ の警視補 も他の農 民た ちと同 じよ うに扱 うことがど

うして出来 ませんか.」

その言葉を耳にすると警視補は正に冷水を頭か ら浴びせ られたよ うに思 った.だ が,一 言 も発

する ことはで きなか つた.た だ威張 りたいためG2来 ていたのであ る.ガ ンデ ィー ・・ジーが,小 作人

と同 じことなので,同 じよ うに遇すれば よい と言われた のでそれからは私た ちはだれ も警察の人が

側に来て もあわてな くなつた し,警 察の人もす ぐ側まで来 ようともしな くなつた・

ガンディー 。ジーの裁判が行なわれ判決が延期 された時 ア ン ドルーズ師5が 来 られた.駅 か

ら三簫 軟 乗つて紡 れ燃 乗 妨 をこぞんじなかつたので鞘鱇 轍 ひつ鋤 ・つてすれた.

このよ うな,ま ともな服 も着ず,エ ツカーに乗 り,イ ン ド人 とも打解 けて話をするイギ リス人を私

たちは物心ついてからこのかた一度 も見た ことがなか つた.ま た,こ の人は大変偉 い方でイン ド総

督 のところに も出入 りする し世界中を股にかけて活動 してお られ るのだとも耳に した ・アン ド/L一
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ズ師にお会い した時に質朴 。誠実な人柄に感銘を うけたが,そ の印象は 日一日と深 まつてい つた,

私 とはいわば兄弟 も同然の間柄にな り,亡 くな られる まで親交が続いた.師 は フィー ジー島への途

中立寄られたのであつた.招 かれて行かれる途中,ガ ンデ ィー ・ジーと会 われる予定だ つたのが,

この間にガ ンディー 。ジーが起訴されたため会いに来 られたのである.私 た ちは師 と語 り合 つた .

私 たちは,こ こに留 まつていただ きたいものだ と願 つていた.ま だ判決が下 つていなか つたので,

ど うなることや らわか らなか ったが,有 罪判決が出る ものと予想 していたのであつた.そ のよ うな

わけで もしも師のよ う7;n*_験豊 かな人がいて くれれば助かると思 つていた.こ うい つたことをみな

アン ドルーズ師に話 し,是 非 ここにとどまつていただ くよ うに とお願 い した.師 も事情を考え,フ

ィージー島には しば ら く後に行 くつ もりになられたが ,そ れには ガンデ ィーJジ ーの許可を得な く

てはならなかつた.そ れでガンデ ィー 。ジーに申上げて,強 くお願い した.

ガ ンデ ィー 。ジーは話をすつか り聞き終 わるとこう言 われた.「 あなた方がアン ドルーズに留

まつてもらいたいと強 く言われれは菁 われるほ ど,ア ン ド/L一 ズに ここに留まつて もらつては困る

ど うして も立去つてもらわねば ならぬ,と 私の決意は固 ぐなるのです.あ なた方は政府 とイギ リx

入 の栽植主 とを恐れているのです.イ ギ リス人が味方Z2-一人 いて くれれば助けになると思 つてアン

ドルーズをここに留めておこ うと思 つておられますね.こ の恐怖心があなた方の心ti=ら な ぐな つて

ほ しい し,イ ギ リス人とあなた方 との間になにか違いがある とい う考えもな くな つてほ しいと思い

ます.あ なた方は ご自分を信 じなければいけ ません.だ からアン ドルーズには明日ここから立去 つ

て もらいます.」

ガ ンデ ィー 。ジーはア ン ド/L一 ズ師に も,ブ イー ジー島の仕事 も大切で,ど うLて もなおざ り

には しておけない,と 言われた.そ れで師は翌朝出発 されることbCな つた.私 たちは,ガ ンデ ィー

。ジーの言葉は全 ぐその通 りであ り,私 たちの気持を的確に とらえてい る,と 思 つた.

翌 日アン ドルーズ師が出発に先立 ち地区長官GZ面 会12行 かれた ところ,長 官は 「政府か ら不起

訴にするよ う命令が来ているので,し ば らくしたら正式に通知 します.」 と告げた.師 は,出 発に

先立 ち私たちにこのことを知 らせて下 さつた.私 た亀の士気は一層あが つた.

一度 ある栽植主がガ ンデ ィー ・ジーに自慢話を始めた ことがあつた .自 分のところでは農 民た

ちは仕合せでなんの不平不満 も持 つていないと言 い,ガ ンデ ィー 。ジーに一緒に行gて 見て くれる

ように と招いた.私 もガ ンデ ィー ・ジーのお供 を した.そ の栽植主は幾人かの農 民に 口裏を合 わせ

に来 るよう手配を して いた,私 たちは徒歩で行 つた.招 かれた村は4.,5マ イルほどの距離にあつ

た.途 中,沢 山の人に会 ったが,そ の人 たちは,栽 植主が幾人かの人にお世辞を言わせる手筈を と

とのえている,と 告げた.ガ ンデ ィー 。ジーは 「君たちczな にか不平や苦 情があれば,一 一G2行 つ

て旦那の前で言いなさい.」 と言われた.私 たちはその地区の農民た ちの申立書を調 べて,農 民た

ちに どのよ うな苦情があるのかをガンデ ィー 。ジーに伝えた.そ の村 では2～3百 人の農 民が集ま

つた.当 の栽植主のほか,当 該小管区の長官 も出席 した.3 ,4人 の農民が 自分たちはとても仕合

せでなんの苦情もない,と 言 つた.す るとす ぐさま他の人たちが,こ の連 中け言 い くるめ られてい

て,嘘 を言 つてい るのだ,と 騒 ぎ立てた.ガ ンデ ィー 。ジーはそれを制 して後ほど自分の意 見を述
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べるようGZと 言われた.そ の人たちは順番がまわつて くると,私 たちが申立書に書 き取 つたのと同

じ内容の苦情を述べた.あ る男は長官について も苦 情を言い出した.そ の言 い分 とい うのは,だ れ

もかれもぐるになつていて,正 しいことが行われ ない とい うことで,あ る事件に言及 して長官に質

問を した.長 官は直ちに席を立 つて行 つて しまつた.翌 日,栽 植主は 自分の小 さなバ ンガローに放

火 した.農 民たちを放火 の罪にお とし入れ村を略奪 しようとい う魂胆 であ つた.放 火は夜中にな さ

れた.栽 植主は,通 報があれば警察の力を借 りて略奪 してやろ うと待 ち構えていたのであるが,通

報する任務を受けていた男がわざと知 らせず,口 実を設けて夜が明けてか ら通報にい った.そ の間

に私 たちもそのことを知 つた.ガ ンデ ィー 。ジーは詳 しい報告書を政府に送 られた.一 方,長 官 も

長文の報告審を提出 した.そ れには 「無政府状態が拡が りつつあ り,イ ギ リス支配終焉の感あ り.

この種の事件頻発す.」 と記 されていた.

政府はこの報告に対 して処 置を した.ビ ハール州知事はガンデ ィー 。ジー一一t2ラー ンa--6へ 出

向 くよう伝えて きた.そ の手紙の要旨はチ ヤンパー ランに ガンデ ィー 。ジーが滞在す ることにより

無秩序状態が拡が りつつあるので政府は退去 を命 じたいが,な おそれ(2先 立 ち知事が一度面談 した

いと思 う,とNう ものであつた.ガ ンデ ィー 。ジーが ラーンチーへ発たれる時には,今 度 こそ逮捕

され るか退去させ られるかであろ う,・と思 つた.ま た,恐 ら くわれわれ も入獄 しなけ れぱなるまい

と考えた.私 たちはべ一テ ィヤー班 とモーテ ィーハー リー班の両班に分け られ,逮 捕 された場合 ど

の ようになにをなすべきかについて詳 しい指示を受けた.私 たちの 手元には十分な証拠になるだけ

の農民たちの申立書と資料がたまつた.そ れを無事c2保 管 してお かねばならない.私 たちはすでに

すべてを複写 させてお き,_fし を保管する手段 を講 じた.私 たちはそれぞれ指示 された場所で連絡

を待 つた.私 はべ一テ ィヤー班の賣任者 にな つた.よ うや くラー ンチーから電報が来て,目 下州知

事 との話合い進行中 とい うことだ つた.会 談は2,3日 続 き,最 後に知事が調査委員会の設置を決

定 した.ガ ンデ ィー 。ジー もその委員 の一人 とな り,農 民たちの苦情調査はその調査委員に委ね ら

れ ることになつた.委 員会は役人 。栽植主 。農民か らそれぞれ証言をとつた.'ま た提 出された書類

を調べたり,多 数の工ちを訪れその書類を調べ,農 民たちに も面接 した.

委 員会が発足す ると,私 た弘はガンデ ィー ・ジーの命によ つて農 民側から提 出された書類を念

入 りに調べその他の証拠を集め委員会に提出する申立書を作成 した.委 員会には役人,栽 植主代表

ザ ミー ンダール代表が委員と して入 つたが,農 民の側からは代表 としてガンデ ィー 。ジーが出席 さ

れた.報 告書を作成す る段にな つて大 きな難関に直 面した.ガ ンディーOジ ーと委員長のフランク

。ヌラー イー卿 とは報告書を全員一致で作成 したいと強 く願 つてお られた.州 知事 も,全 員一致の

報告書であれば,な んらか措置の講 じようもある魁 さもなけれva手 のつけよ うがなかろ う,と 述

べていた.

農 民たちの苦情については先i2述 べた.最 後に,ガ ンデ ィー 。ジーと栽植主 とが長い間話合 つ

た結果 次の ようcz決'ま った.増 額 された地代の四分の一・に も満たぬご く一 部を放棄す ること,す な

わち残 り四分 の三 の増額はそのままとする.現 金 で徴収されたものについては百ノ叱亀一f2つ き25ル

ビーの割合で返還す ること,残 りについては小作人の側は放棄する ものとす る.主 な苦情はこの二
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点 と3カ テ イヤー制に関す るものであつた.こ の後者 についての苦情は役人ガ正 しく任務を遂行す

る ことによ り解消されるものであつた.こ れらの勧告は報告書 の中に全員一致で認め られた.最 後

の苦情G2.つい ては特別 に書かれず,た だ苦 情を記 してそれを排 除する方法が述べ られた.増 額地代

の灘 ダ ワーン.す励 ち現金で支勘 れた無 縮 崟の2割 吩 の颶 のほ波3カ テ,ヤ

ー制の廃 止が勧告 された .

私 たちは増額及y・M損害補償金がも し非合法的なものであるならは,地 代 の増額は全額が取 消さ

れるべきであり,補 償金 も全額返還 され るべきである.と 論 じ合 つていた.栽 植主たちは法律上に

も難題をつ くり田 していた.補 償金 を徴収 した者がその工場を売払 つて金 を持 つたまま帰国 して し

まつていたのである.工 揚を買 った人は補償金をとつていないのであるか らその人から取返すわけ

にはゆかぬ.同 じように地代 の増額を取消 させることも容易なことではなかつた.法 律 を制定 して

取消させない限 り難 しいことだつた.法 的には農 民はそれぞれ民事訴訟をおこさなければならず,

同 時に,増 率承認書を強制的に書かされた こと,藍 栽培 の制約のなかつたことなどを証明 しなけれ

はならぬ.こ れ らの証拠を純朴な貧 し ぐ無力な農 民たちが どうや つて提出する ことができよう.

ガ ンデ ィー 。ジーがチ ヤンパー ランに行かれ る前にある地方 の11人 の農 民がす でに訴訟をお

こ していた.栽 植主た ちの側 も有名な弁 護士に依頼 していた.訴 訟は数 〃月に亘り,結 局5件 は農

民側の勝訴 となり,6件 は栽植主側の勝利 となつた.控 訴の結果,若 干異同が彑 じた.と ころが,

数 十万とまではいかな ぐとも何千何万 という契約証書につ いて このような訴訟 をお こさな くてはな

らぬ.こ れは不可能事なので,こ の ような難点を考慮に入れて話合いによつて決着 をつけるのがよ

かろ うとい うことにな つた.こ うして全員一致で報告書が作成 された.政 府は報告書 の勧告を認め

法律 を制定 して3カ テ ィヤー制 を廃 し,全 部の増額地代を減額させ,べ ～テ ィ+一 ラー ジ(後 見人

局)が 栽植主たちから金 を徴収 し,取 決めに基づ き,農 民に補償金を返返 した のであつた.

1血 皆ha1ビ ー ガーC約25ア ール)の20分 の1.

2正 確にはBihari:ndigoPユa筑 じersA30Gciation)1878年 設立.

3英 帝国内の自治をめ ざして1916年 に 自治連 盟(H。rr;;;RalI,3aga:;)か 設立 された.B.G.

TiユakやAnロieB鎔 跏tな どが中心VZつ てこの運動を推進 した.

4税 務局長`Member,BOwrdOfRく 我enue),i:r4'JaユtoぐM繊deの こ と.ビ ハール 。オ リツサ州

立法院剣議長,同 行政院顧 問官な どを経る.

5Rev.charlssEAndrewsq871-1940)イ ギ リヌ人牧師,南 アフ リカで活躍中の

ガンデ ィーに協力,そ の後 もフィジー島,中 南米 等のイン ド人の援助活動GZ従 事.ガ ンディーとの

親交は有名.な お,彼 がテ ヤンパーランを訪れたのはガ ンデ ィーの要詩による.訴 訟が撤回された

のは ビハーノレ・'オリツサ州知事(Lt.‐Governor,BiharanyOrissa)1T'EdvrardAGai七 のすす

めによるものと考えられてお り,Andrewsが その仲介役を果 た した ものとされてい る.(P.c.

RayCnau(1huヱy,GandnisFirstStruggユeinIndia,A㎞edabad,2nded.,1963, .PF.

55-56)
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6Ranci当 時 ビハ ー ル 。オ リ ツサ 州 の 夏 期 の 州 都 に な つ て い'た.

23チ ヤ ン パ ー ラ ン の 勝 利 が 生 み 出 した もの

チヤンパー ランでのこの事件で私た ちは初 めてガンディー 。ジーの仕事 の進め方を見た.あ る

鮴 では公共活1G2つ いて全慚 しい璋 を学んだのであつた.枇 ちの欄 磯 人か1ま罐 謙

運動に参加 していないことが時折強 く気にかかつたが.注 意深 く忍耐強 くガンデ ィー ・ジーの命 に

従つて,取 組んだ仕事に専念 した.ま た,私 たちはガンディー 。ジーが白人栽植主たちに大 きな損

害を 与えなが らもどのよ うG2し て彼等の友人 としての立場を貫かれたかを 見た.ガ ンデ ィー 。ジー

は彼等の多 ぐに非常に立派な態度で接せられた.彼 等 のほ うでも邸宅にガンデ ィー ・ジーを招待 し

た りさえ した.も つとも,中 にはガンデ ィージーに強硬に敵対 した者 もいた.し かし,最 後には気

まずい間柄ではな くな つた。 と言 つても過言 ではあるまい.委 員会の仕事が終わるとガンデ ィー ・

ジーはあちこちに学校を建て ようと考え,栽 植主たちczも 協力を求められた.栽 植主たち も一人を

除いて,な んらの妨害 もしなかつた.

委 員会で話会いによつて決め られたことは,農 民側の要求をはるかに下回 るものだ つた.し か

し,こ の運 動の結果,チ ヤンパーランでは栽植主たちの威信が失墜 して しーまつた.も はや不法を働

くだけの力 もな くな つた.農 民たちは勇気 と活気を取戻 した。もう黙 つて不法 を耐え忍 ぶことはな

くなつた.チ ヤンパーランでの事業は不法によらねば利益を もたらす ものではなかつたのである・

今や不法 は止んだ.栽 植主たちもはや くそれを悟 り,3,4年 の うちにみ なその土地 と工場 をJG

払 つてしまつた.と もか く手に入 つた ものを持 つて夫 つて行 つた.農 民たちは土地が手に入 つたの

で,今 それを豊 かな ものG2し よ うと している.栽 植主た ちの美 しN庭 園や邸宅のあ つたところには ・

今では農民たちの家畜が繋がれている.70余 もあつた工場 も今では一つ二つ残 つているだけであ

る.も う不法はあ りえないのだ.今 は鎌首をもたげ無気味な音を出 しはす るが 牙を折 られて もd'や,

かみつ くことの出来ぬ蛇のように 余生を送 つている.

私 たちはチヤンパー ランで,そ の後聞 もな くガンデ ィー 。ジーが全国的に大規模に展開された

サテイヤーグラバ闘争1と 同 じものをvた のであ つた.一 つの州の一つの県 の苦痛を取除 くのにほ

とん ど一年間を要 した.イ ン ド全体が独立するのに要する時間は この比率で行けばまだ足 りぬであ

ろ う.

チ ヤンパー ランの運動については意 見の対立はなん らなかつた.皆 が ガンデ ィー 。ジーの意 見

を受け入 れた.農 民であろ うが私共運動員であろ うが,反 対する者は一人 もいなか つた・ガンデ ィ

ー 。ジーは栽植主た ちの不法行為を止め きせよ うとされたが,そ の人たちに対 しては少 しも憎悪を

感 じてはおられなかつた.私 たちに もその ような気持はなか つた.い わぱ,サ テ ィヤーグラバの良 い

見本が提示されたわけである.だ からその結果 も大いに満足すべ きものであ つた ・イン ドの独立間

題 もこのよらに して解決 される ものと私は信 じてい る.か な りの もの をそのままに しておいて和を

結ぼ うとも我kは す ぐに全てを獲得 することが出来 よう.幾 つかの面 ではすでにそ うなつている.

遅 れてNる のにはい くつかの理由がある.非 常に広大 なこと.全 民衆 にあのチヤンパー ランの農民
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た ちが持 つていた不動の信念が ないこと.躊 躇 な く忠実'24仕事 をする人が足 りないこと.チ ヤンバ

アヒンサー
一 ランで実行 されたほどには非暴力 を国全体が守?て いない こと

.し かし,こ の25年 問に生 じた

ことは小さなことでは ない.ガ ンデ ィー 。ジーの奇蹟は我 々の この仕事が終 つた暁に人 々に理解 さ

れよ う・私たちはチヤンパー ランの件について完全に満足 したわけではなかつた.し か し,3,4

年 の内に栽植主 たちが去 つて行 つた時にその奇蹟の全貌を 見ることが出来 たのであ つた.イ ン ドは

その ような努力を してきている、イギ リ2の 威信 もかな り失墜 した.し かし,そ の最終の結果は耒

だ 見ることが出来 ずG2Vaる.し たが つてその奇蹟の偉力を知る ことが出来ずにいるのである。

チャンパー ランでも私 たちの生活に大 きな変化 が生 じた.私 たちはチヤンパー ランでは じめて

カー ヌ トの差別をな くした.そ れーまで私はカース ト差別を守 つて来ていた.ブ ラー フマン以外のカ

ース トの都 脚 た審 レや ごはんな ど
,す な拡 力 。チー.ラ ソ引 一 ・とr._iれ る もの瞰 し

て食べなか つた.ガ ンデ ィー 。ジーが,「 ここでは炊事を別 々に してい ては仕事がはかどらぬ.同

じ仕事に従事 している入は同 じカー ヌ トの者 と考えるべ きだ.」 と言われた.そ こで私たちはhろ

いろ違 つたカー ヌ トに属 していたのであるが,他 人の手になる料理 も食べるよ うになつた.質 素な

生活をするように もなつた.私 た ちは それぞれ召使いを硬 つていたが,だ んだんとな くして行つた.

炊 事道具を洗 う者だけ残 したが,水 汲み,沐 浴,洗 濯のほか,自 分の使 った食器を洗 った り,炊 事

場 でのおかずつ く9,米 とぎなどすべて自分たちの手でや つた.ど こかへ旅行する時は三等車 に乗

ること,出 来るだけ歩 くことなどすべてチ ヤンバ ーランでガンディー 。ジーに教 わつた ことである.

安 楽な生活を止めねばならなかつた.チ ヤンパーランではず つとこのような生活をしていたのであ

つた.

仕 事が終わるとガンデ ィー 。ジーはチャンパ ーランの三つ の地域に学校を三校開語された.私

はその うちのどの学校に も留 まらず,バ トナーへ戻 つて再び弁 謹士 になつたが,年 に一,二 度はそ

の学校を訪れたものだつた。

チ ヤンパー ランでは他州の優秀かつ献身的な運動員たちとも知合いにな つた3中G2は 今 で も熱

心に国家への奉仕活動に従事 している入がいる.そ の時の知己や経験はすべて貴重な もの となつた.

今 でも我 々はそれから多 くの ものを学ぶ こと力覇 来る.

チャンパ ー ランの勝利は ビハールに甚だ大 きな影響を及ほ した。 ビハールは立遅れた州で大衆

運動の流れは非常に細々 とした もので しかなかつた.教 育も全 ぐ不足 してお り,万 事G2つ け ビハー

ル人 は他州 の人に比べて甚だ立遅れてい る ものと考 えられていた .ビ ハーノしは イギ リス支配の初め

か らベ ンガル州 と一緒にな つてお り,長 い間ベ ンガル州 の一 部にな つていた.ビ ハールとい う別個

の名称 さえ忘 れ去 られよ うとしていた.ベ ンガルは進歩 した州 であ つたが,そ の発展の成果はビハ

ールまで及んでいなか つた .英 語教育の面でも非常に遅れてお リビハール出身 の人は役人に もなれ

ぬほどで高い地位な ど望むべ くもなか つた.

20世 紀 の初頭から一 部 ビハール人が ビハールのあわれな状態を憂 うよ うになつた.そ の結 果

ビハールをベ ンガル州 から分離 しようとの運動が始められた.こ の運動の中心入物は(故)マ ヘー

シユナー ラーヤン氏 とサ ツテダーナンダ。シンハ高博士であつた.シ ンハー博士 の努力 によつて ビ
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バールはコングレスの中では別個の州 として認められた.1911年 に ジ ヨージ5世 皇帝のデリー

での接 見式典の際 ビハールを独 自の州 とする声明が出された.こ の声明はベンガル分割の結果 も

たらされた ものであ つた.東 部ベンガルと西部ベ ンガル とは再び一 つの州 となり,ビ ハール とオ リ

ツサとを合わせて一つの州 が誕生す ることにな つた.新 州誕生 の話が持上 がると少 し活気が出て来

た.そ の徴候が 見受けられ るよ うになつていた.ビ ハール学生会議については先に記 した.ビ ハー

ル州政治協議会 も毎年 開催 されるよ うにな リビハーノしの大学や学校の生徒数 も増加 し,高 等教育を

希望す る者が多数 カノしカ ツタに出 るよ うになつた.新 州にな つてからは あらゆる面で発展 して来た

しか し,そ れに もかかわらず,1917年 ま では組織的な形 で国家へ の奉仕活動が恒常的に行 われ

ることはなかつた.当 時の ビハール州 コング レス委員会は今日の ものに比べるとままごと遊びのよ

うな もので しかなかつた.当 時私は州 のコングレス委員会の書 記を していた.選 出された代表,こ

とに全イン ド委員会 の委員に選ばれた人だけがなにが しかの会費を納入す る.そ れによつて州委員

会 の運 営がなされ、全イ ン ド委員会の年会費が支払 われるのであつた.そ の年会費はいつ も夫払い

にな つていた.当 時 コングレヌの書記長の ヌツバー ラーオ氏がバ トナーにち よい ち よいやつて来 ら

れた.同 氏が来 られると重立 つた人た ちが寄 り・合つてい くらか金を集めては手渡 してNた のを覚え

てい る.ナ ワーフcサ ル フラージ 。フセイン 。カーン氏は長い間州委員会の書記を してお られた.

私 も一緒に書記を していた.事 務局の費用は私 たち二人が 自腹で賄 つてNた.事 務局の費用が相当

な ものであつた と考えるのは早計 で,電 報 と郵便の出費があるだけで私たちにはなんで もないこと

だ つた.

ガ ンデ ィ._pジ ー がチヤンパー ランに来 られた時分の ビハールの大衆 的組織は この ようなもの

だ つた.当 時は全 部の時間を国のため仕事に向けているような人はまだ一人 もいなか つたろ う.°コ

ングレスの メンバーとかその他 の大衆運動 の指 導者 といつて もみなそれぞれに 自分の仕事をするか

たわ ら国家奉仕の仕事を していたのである.他 の州にお いて も似た り寄 つた りであ つたろ うと思 う.

しかし他の州 には国家奉仕に全時間を捧げてい る運動家 も若干いた ことは確 かである.ガ ンデ ィー

。ジーに伴 つてチヤンパー ランへや つて来た人たちは殆 んどが弁護士 を生計 としてい る人たちだつ

た.だ れ一人 自分の職業を捨てるつ もりでその仕事を始めたの ではなかつた.し ば ら くすれば終わ

るだろ うと思つて行 つたのだ つた.と ころが行 つてみ ると仕事は増える一方であ る.そ れをや りと

げずには後戻 りす るのも難 しい.そ のため十 日ほ どのつ もhで 行 つたのがほとん ど十 ケ月間 チヤン

パー ランに留まることにな つた.仕 事を終えてそれぞれのところへ戻 つて行 つたが,新 しN考 え方

新 しい気力,新 しい計画を持ち帰つたのであつた.州 全体に新 しい生活が始 まり,そ の影響は間 も

な く目に 見えて来た.我 々の目はよ うや く開かれた.自 分の全時間を国のために捧 げる人が我々の

中から現われぬ限 リビハールの大衆運動 は沈滞を続 けるであろ う,と 思 うようになつた.

あ る日のことガンデ ィ0ジ ーと一緒に村 から帰 る途中話が出 て,私 が,「 全国を回つておら

れますが,国 への奉仕 という意味でどこが理想 的だとお考えでしよう,と 尋ねてみた.ガ ンディー

。ジーはほとん どの州について話された後 「国家へ の塞仕者 とNう 面から見るとプー_J-_市 が メ

ツカだ.プ ーナー市 だけで もよそには見当らぬほ ど多数の奉仕者がいる.献 身的なことではあそこ
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にある団体は インド全体の模範 とすべ きもので,新 しい団体 も続々 と設立されている。」 と答 えら

れた.

以 前にもフアーガソン 。カ レップめ名前は聞いた ことはあつた魁 ガ ンディー 。ジーの話を聞

くと一度是非プーナー市へ行こ うと思N立 つた.私 たちはチヤンパー ランにい る間.'2こ の仕事を終

えた後,献 身的な人 々がただ生活費だけを もらつて国へ の奉仕に従事す るような組織をつ くらねば

な らぬと考えるようにな つた.フ アーガソン。カレツジ式の学校 をつ くろ うと考えた.ブ ラジユキ

シ ョール氏 がこの計画を指導 し,私 たちの志気をかきたてられるのであつた.同 氏は,も しその学

校がつ くられた暁には生活 費だけをもらつてそれに参加すると私 たちに名前まで書 き込 ませるとこ

ろまで話を進め られた.募 金の話 も出て,何 人 かの人か らは約束 も取付けた.

ガ ンデ ィー 。ジーに相談 した ところその ような組織については賛成 されたが,学 校にすること

についてはあま り賛成 されなか つた.そ の後 も私たちは検討を続けた.1918年 に コングレズの

臨時大 会が ボンベイで開催 され,私 もそれに出席 した.プ ーナーに も立寄 り,同 地の あらゆ る団体

を詳し く見学 しかな りの知識を得た.

1Sa七yagraha(真 理把持の意)ガ ンディーの実践 した愛と精神力に よる抵抗運動の理念及

びその運動.こ こで言及 されてい るのは第一次大戦後のサテ イヤ… グラバ.

zKacciRasoi水 を用いて煮 た料理.本 誌第2号(F.1⊥7)に 既 出。

3ガ ンデ ィー夫妻と四男のデー ヴアダースのほか,マ ハーデー ヴ。デーサーイ夫妻をは じめと

す るア フメダーバー ドのサテ イヤー グラバ つアー シユヲムの人々,ボ ンベイのバブ ン。ゴー一バール

・ゴーカ レー夫妻,ハ リシ エリー クリシ エナ 。デーヴ博士 をは じめとす るイン ド奉仕者協会の人 た

ちなど,ボ ンベ イ州 の男女20人 ほ どが協力奉仕活動を行なつた.

4Fergu$sonC。!leg31880年1月 にV,KChip:lazrka,r,(U廴Agrrk=xr,n(}・Tiユak等 が

中心になつて創立 したプーナの英学校(NewE㎎1ishschooユ)は 次第に盛んにな つていったが,こ

れをさらに充実 。拡大するため官界や民間の名士,学 者 。教育家の賛助を経てDe。canEducation

S。cietyと い う財団が設立 され,1885年 に カレツジが開校 された.校 名は当時のボンベ イ州知

事JaxnasFergussOnの 名 に因んでFergusεQnCdlegeと された.

(了)

古 賀 勝 郎 訳
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